


こ
れ
か
ら
の
医
療
福
祉
を
担
う

新
し
い
人
材
教
育
が
こ
こ
福
岡
県

大
川
市
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長

太
田
善
郎

来
春
、
福
岡
県
大
川
市
に
誕
生
す
る
国
際
医

療
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、

理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
の
両
学
科
を

持
つ
、
九
州
で
初
め
て
の
私
立
の
四
年
制
大
学

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
医
療
福
祉
を
担

う
新
し
い
人
材
教
育
に
取
り
組
む
教
育
機
関
と

し
て
、
こ
の
学
部
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
栃
木
本
校
の
実
績
を
生
か

し
な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
な
ら

で
は
の
新
し
い
取
り
組
み
に
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
た

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
九
月
三

十
日
に
文
部
科
学
省
の
認
可
が
下
り
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
も
本
格
的
に
学
生
募
集
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
昨
今
の
高
校
生
は
地
元
志

向
が
強
い
た
め
か
、
地
元
九
州
の
大
学
で
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
を
目
指
す
こ
と
が
出
来

る
こ
の
学
部
へ
の
関
心
は
高
く
、
大
学
に
対
す

る
期
待
を
大
き
く
感
じ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
教
職
員
一
同
、
そ
の
期
待
に
沿
え
る

よ
う
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

和
田
秀
樹
先
生
の
特
別
講
演
会
と

進
学
説
明
会
を
開
催

十
月
二
日
（
土
）、
本
学
は
、
グ
ル
ー
プ
校
で

あ
る
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
）
で
、「
和
田
秀
樹
特
別
講
演
会
＆
進
学

説
明
会
」
を
開
催
し
た
。
来
年
春
に
福
岡
県
大

川
市
に
開
校
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

を
広
く
知
ら
せ
る
た
め
で
、
同
学
部
と
し
て
は

認
可
後
、
初
の
大
き
な
催
し
と
な
っ
た
。
当
日

は
受
験
生
や
保
護
者
な
ど
、
約
二
百
名
が
来
場
、

参
加
者
は
、
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
和
田
秀
樹
教

授
の
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
演
会
で
は
、
ま
ず
理
学
療
法
学
科
長
の
丸

山
仁
司
教
授
が
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
各
学

科
の
説
明
や
、
学
生
生
活
そ
し
て
国
家
試
験
へ

の
取
り
組
み
、
栃
木
本
校
の
実
績
に
つ
い
て
説

明
。
続
い
て
、
今
年
八
月
一
日
付
け
で
本
学
の

教
授
に
着
任
し
た
和
田
秀
樹
教
授
が
、「
二
十
一

世
紀
を
勝
ち
抜
く
能
力
を
つ
け
る
た
め
に
〜
十

八
歳
の
選
択
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
一
時
間
に

わ
た
り
講
演
。
日
本
の
、
い
わ
ゆ
る
一
流
と
い

わ
れ
る
大
学
の
学
生
達
の
数
学
や
英
語
の
学
力

を
、
世
界
の
学
生
と
比
較
し
た
グ
ラ
フ
な
ど
を

紹
介
。
特
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
平
均
点
は
ア
ジ
ア

で
最
下
位
に
位
置
し
、
国
内
の
学
生
の
学
力
の

低
下
を
裏
付
け
る
最
新
の
デ
ー
タ
に
会
場
か
ら

は
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今

後
ま
す
ま
す
国
際
競
争
が
厳
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
中
で
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、
個

人
個
人
が
能
力
を
付
け
な
が
ら
、
十
八
歳
の
選

択
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
と
し
て
〝
ポ
ス
ト
学

歴
社
会
の
学
校
の
選
択
〞、〝
社
会
の
ニ
ー
ズ
、

世
界
の
ニ
ー
ズ
を
知
っ
た
上
で
の
職
業
選
択
〞

〝
自
ら
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
検
討
〞
な
ど

具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ
、
何
よ
り
〝
生
涯
学

び
続
け
る
こ
と
の
大
事
さ
〞
を
訴
え
、
受
験
生

達
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
上
が
っ
た
。
最
後
に
高
木
邦
格
理
事
長
が
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
へ
の
受
験
と
入
学
を
呼
び

か
け
て
閉
会
し
た
。

ま
た
、
学
院
内
で
は
、
福
岡
・
栃
木
両
キ
ャ

ン
パ
ス
の
面
談
形
式
に
よ
る
個
別
相
談
会
、
理

学
療
法
・
作
業
療
法
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
同
時
に
行
わ
れ
、
活
況
を
呈
し
た
。

参
加
者
の
父
親
の
一
人
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
に
つ
い
て
は
「
校
舎
が
ま
だ
カ
タ

チ
と
し
て
で
き
て
な
い
の
で
、
少
し
不
安
だ
っ

た
が
、
周
り
に
病
院
な
ど
関
連
施
設
が
充
実
し

て
い
る
と
知
り
安
心
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

Ｐ
Ｔ
を
希
望
し
て
い
る
高
校
３
年
生
の
男
子

は
、
和
田
教
授
の
講
演
に
つ
い
て
「
大
変
参
考

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
勉
強
方
法
に
ぜ
ひ
活

か
し
て
い
き
た
い
。
本
学
を
受
験
し
た
い
」
と

意
欲
的
だ
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で
は
、
十
二
月

十
一
日
（
土
）
に
「
開
校
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
企

画
し
て
お
り
、
自
身
が
故
障
し
た
右
腕
の
治
療

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
励
み
奇
跡
的
な
復

活
を
遂
げ
た
元
ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
の
村
田
兆

治
氏
を
ゲ
ス
ト
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。
ぜ

ひ
多
く
の
方
に
お
い
で
頂
き
た
い
。（
関
連
記
事

Ｐ
10
）

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
設
置
準
備
室
　

原
田
千
春
）

IUHW 2004.11.303

九
州
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
拠
点
、
福
岡

市
。
そ
の
中
心
街
で
あ
る
〝
天
神
〞
か
ら
電
車

で
お
よ
そ
一
時
間
。
筑
後
川
に
象
徴
さ
れ
る
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
福
岡
県
大
川
市
に
、
国

際
医
療
福
祉
大
学
は
、
来
年
四
月
の
開
校
を
目

指
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
開
設
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療

法
学
科
の
両
学
科
を
持
つ
、
九
州
で
は
初
め
て

の
私
立
の
四
年
制
大
学
と
な
る
。

す
で
に
文
部
科
学
省
に
対
し
て
提
出
し
て
い

た
「
収
容
定
員
増
に
係
る
学
則
変
更
の
認
可
申

請
」
は
、
九
月
三
十
日
付
け
で
無
事
認
可
。
こ

れ
を
受
け
、
学
生
募
集
活
動
を
開
始
す
る
な
ど
、

来
春
へ
向
け
開
校
の
準
備
を
本
格
化
し
、
二
月

末
の
完
成
を
め
ど
に
校
舎
の
建
設
工
事
も
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
理
学
療
法

学
科
四
十
名
、
作
業
療
法
学
科
四
十
名
体
制
で

ス
タ
ー
ト
。
栃
木
本
校
の
実
績
を
生
か
し
充
実

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
先
進
的
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
教
授
陣
な
ど
、
九
州
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
人
材
育
成
の
た
め
万
全
の
教
育
体
制

を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
の
大
き
な
特
徴

で
あ
る
臨
床
教
育
の
分
野
は
、
栃
木
本
校
同
様
、

充
実
し
た
内
容
が
提
供
さ
れ
る
。
隣
接
地
の
高

木
病
院
を
は
じ
め
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
水
郷
苑
、
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
大
川
、
お
お
か
わ
ケ
ア
ハ
ウ

ス
な
ど
、
大
川
、
柳
川
地
域
に
は
関
連
臨
床
実

習
施
設
で
あ
る
病
院
や
福
祉
施
設
が
数
多
く
あ

り
、
医
療
福
祉
分
野
で
働
く
こ
と
を
目
指
す
学

生
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。
来
春

の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
意
欲
に
満
ち
た
学
生
達
で
あ

ふ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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九
州
一
を
誇
る
筑
後
川
と
、
広
大
な
筑
紫
平
野
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
大
川
市
。
イ

草
や
「
博
多
と
よ
の
か
」
ブ
ラ
ン
ド
で
有
名
な
い
ち
ご
を
始
め
と
す
る
農
業
や
、
有
明
海
を
拠
点
に
し

た
漁
業
も
盛
ん
で
、
全
国
有
数
の
家
具
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
川
出
身
の
有
名

人
も
多
く
、「
影
を
慕
い
て
」、「
悲
し
い
酒
」
な
ど
の
名
曲
で
知
ら
れ
る
作
曲
家
古
賀
政
男
、
最
近
で
は

映
画
の
監
督
も
手
掛
け
た
陣
内
孝
則
そ
し
て
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ．

ち
ゃ
ん
な
ど
個
性
派
揃
い
。
自
然
も
人
も
、
大

ら
か
さ
と
繊
細
さ
が
共
存
す
る
、
豊
か
な
表
情
が
魅
力
的
な
町
で
す
。

特集

平
成
十
七
年
四
月

福
岡
県
大
川
市
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
開
設

地
域
医
療
を
リ
ー
ド
で
き
る

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
を
養
成

MAP

●問い合わせ先 

福岡県 

リハビリテーション 
学
部 

筑後川昇開橋s

・ 

講演をする和田秀樹教授



オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

全
九
学
科
に
よ
る
模
擬
授
業
を
開
催

十
月
十
六
・
十
七
日
の
二
日
間
、
開
学
以
来

初
と
な
る
風
花
祭
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

同
時
開
催
が
実
現
し
た
。
文
化
祭
と
の
同
時
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
の
学
内
行
事
が
見
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
友
人
同
士
、
保
護
者

同
伴
な
ど
、
地
元
か
ら
遠
方
の
受
験
生
ま
で
多

く
の
方
が
来
場
、
学
内
は
老
若
男
女
で
い
つ
も

以
上
の
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
恒
例
の
「
総

合
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
個
別
入
試
相
談
」、
各
学
科
・

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
体
験
入
学
」
が
行
わ
れ
、

今
回
初
と
な
る
全
九
学
科
に
よ
る
「
模
擬
授
業
」

も
開
催
さ
れ
た
。

総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
受
験
生
と
共
に
保
護

者
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、
学
長
に
よ
る
大
学
紹

介
や
学
科
長
等
に
よ
る
学
科
紹
介
に
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
個
別
入
試
相
談
に

は
多
く
の
受
験
生
が
詰
め
か
け
、
各
学
科
ブ
ー

ス
で
教
員
と
真
剣
に
質
疑
応
答
を
交
わ
し
て
い

た
。
体
験
入
学
で
は
各
学
科
の
学
生
が
特
色
を

生
か
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
形
成
し
、
多
く
の
受
験

生
を
集
め
た
。
ま
た
模
擬
授
業
で
は
、
真
剣
な

眼
差
し
で
授
業
を
受
け
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
個
別
入
試
相
談
、
模
擬
授
業
と
も
、
特
に

薬
学
部
に
は
多
く
の
学
生
が
集
ま
り
、
注
目
の

高
さ
を
う
か
が
え
た
。

今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
今
年
度

予
定
分
（
全
六
回
）
全
て
が
終
了
。
今
年
度
は

総
勢
二
千
九
百
四
十
一
名
が
参
加
。
特
に
夏
休

み
中
に
開
催
さ
れ
た
三
日
間
は
例
年
以
上
に
多

く
の
受
験
生
が
本
学
を
訪
れ
た
。
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
全
国
各
地
の
受
験
生
に
、
本
学
の

魅
力
を
充
分
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
】

●
「
い
ろ
い
ろ
な
学
科
を
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

先
輩
方
の
熱
心
さ
や
親
切
さ
が
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
設
備
も
整
っ
て
お
り
、
更
に
受
験
し
た
い

気
持
ち
が
高
ま
っ
た
。
受
験
に
つ
い
て
の
先
輩

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。」

（
看
護
学
科
志
望
高
校
三
年
女
子
長
野
県
）

●
「
模
擬
授
業
に
参
加
し
て
実
際
に
先
輩
方
の

話
を
聞
き
、
大
学
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
実
際
に
見
た
大
学
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
も
魅
力
的
で
し
た
。」

（
言
語
聴
覚
学
科
志
望
高
校
三
年
女
子
京
都
府
）

●
「
薬
学
部
模
擬
授
業
を
聞
き
、
薬
学
部
に
つ

い
て
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
伊
賀
立
二
先
生

（
注：

薬
学
部
長
）
の
お
話
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
。
個
別
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
本
当
に
来
て
よ
か

っ
た
。」

（
薬
学
部
志
望
　
高
校
三
年
　
茨
城
県
）

（
入
試
課
　
井
出
貴
広
）
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風
花
祭
特
別
企
画
「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

海
外
各
国
で
の
研
修
・

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
を
参
加
学
生
が
報
告

第
一
回
「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
十
月
二
十
七
日

(

日)

に
開
催
さ
れ
た
。
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ

で
あ
る
Ｐ
Ｔ
二
年
小
野
田
公
君
の
名
司
会
で
、

今
夏
四
カ
国
海
外
研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

参
加
学
生
の
報
告
が
口
火
を
切
っ
た
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し
、
各
々
個
性
に
満
ち
た
報

告
は
、
聴
衆
に
生
き
生
き
と
し
た
活
動
、
国
の

違
い
等
を
鮮
明
に
印
象
付
け
た
。

協
力
隊
Ｏ
Ｇ
木
下
貴
子
さ
ん
（
薬
剤
師
）
の

最
貧
途
上
国
マ
ラ
ウ
イ
で
の
報
告
は
、
そ
の
努

力
、
難
問
へ
の
柔
軟
な
対
応
、
文
化
の
紹
介
な

ど
示
唆
に
富
む
も
の
で
、
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

筧
克
彦
氏
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
推
進
員
佐
藤
玲
子

さ
ん
の
事
業
説
明
は
、
い
つ
か
自
分
も
役
に
立

ち
た
い
と
思
わ
せ
、
国
際
貢
献
へ
の
動
機
付
け

を
喚
起
し
た
。

昼
食
を
は
さ
み
、
Ｎ
Ｓ
三
年
遠
藤
雅
幸
君
が

国
際
保
健
協
力
海
外
研
修
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
と

学
生
団
体
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
活
動
（
主
に
東
チ
モ
ー
ル
）

を
報
告
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
諸
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
紹

介
、
実
践
行
動
の
基
盤
と
な
る
理
念
等
を
披
露

す
る
見
事
な
発
表
で
あ
っ
た
。

特
別
講
演
は
、
多
忙
の
中
お
越
し
い
た
だ
い

た
在
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
・
科
学
技
術
参
事
官

ウ
エ
イ
ヤ
ス
氏
に
よ
る
も
の
で
、
四
百
年
を
越

す
日
蘭
交
流
史
を
基
に
す
る
壮
大
な
技
術
史
と

現
代
オ
ラ
ン
ダ
事
情
、
特
に
安
楽
死
に
ま
で
言

及
す
る
も
の
で
、
あ
ら
た
め
て
交
流
の
深
さ
に

畏
敬
の
念
を
覚
え
た
。

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
学
園
祭
の
中

で
期
待
通
り
の
聴
衆
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
反
省
材
料
で
あ
る
が
、
四
時
間
余
に
及
ぶ

文
化
の
薫
り
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
谷
学
長
の
挨

拶
で
幕
を
引
い
た
。
こ
の
種
の
活
動
を
今
後
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
国
際
交
流
委
員
長
・
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

教
授
　
田
中
美
子
）

Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
＆
座
談
会
を
開
催

同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
は
、
十
月
十
七
日

（
日
）、
風
花
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
、
大
学
Ｌ
棟

五
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ

ー
＆
座
談
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
座
談
会
は
、
医
療
・
福
祉
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
招
き
、
就
職
活
動
の
体

験
談
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
業
界
の
現
状
、
実
際
の
仕

事
ぶ
り
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
在
校
生
の

就
職
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
を
和
ら
げ
、
就
職

活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
今
回
二
回
目
の
開
催
と
な
る
。
当
日
は
、

卒
業
生
三
十
七
名
、
在
校
生
四
十
二
名
、
教
員

三
名
、
高
校
生
六
名
が
参
加
し
た
。

会
場
で
は
、
忙
し
い
業
務
の
間
を
縫
っ
て
駆

け
つ
け
た
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
を
囲
み
、
就
職
活
動
中

の
学
生
や
、
職
場
で
の
職
務
内
容
に
不
安
を
持

つ
学
生
が
、
熱
心
に
先
輩
か
ら
の
情
報
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。
予
め
軽
食
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
始

終
明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
今
回

は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
同
時
開
催
し
た

こ
と
も
あ
り
、
女
子
高
校
生
や
保
護
者
の
姿
も

あ
っ
た
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
で
学
ぶ
こ
と
、

資
格
取
得
の
件
、
卒
業
後
の
求
人
状
況
、
職
場

で
の
業
務
内
容
な
ど
、
自
身
の
将
来
を
見
据
え
、

詳
細
な
質
問
を
し
て
い
た
。

同
窓
会
で
は
、
今
回
の
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
＆

座
談
会
が
好
評
で
、
継
続
の
希
望
も
多
い
事
か
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
開
催
し
て
い
く
予
定
で
い
る
。

（
学
生
課
長
　
宮
下
貞
男
）

風
花
祭
を
終
え
て

第
九
回
風
花
祭
実
行
委
員
長

高
橋
　
裕
紀

（
保
健
学
部
言
語
聴
覚
学
科
二
年
）

十
月
十
六
、
十
七
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、

第
九
回
風
花
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、
延
べ
三
千
人
を
超
え
る
来

場
者
を
お
迎
え
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
六
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
準
備
期
間
中
、
学
内
で
の
工
事

な
ど
に
よ
る
制
約
や
学
業
と
の
両
立
、
個
人
で

は
解
決
で
き
な
い
多
く
の
課
題
に
悩
ま
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
思
う
よ
う
に
準

備
が
進
ま
ず
、
焦
り
や
不
安
が
募
る
よ
う
な
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
都
度
、
委
員

の
仲
間
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
な
ど
周
り
の

人
に
温
か
く
支
え
ら
れ
た
事
は
、
大
変
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

準
備
期
間
中
の
様
々
な
苦
労
は
、
当
日
風
花

祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
楽
し
ん
で

い
る
様
子
を
見
る
と
報
わ
れ
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
風
花
祭
を
準
備
・
運
営
し
て
い
く
中
で

出
会
え
た
仲
間
や
先
生
方
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
様
な
ど
全
て
の
方
々
に
改
め
て
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

来
年
は
記
念
す
べ
き
十
回
目
の
風
花
祭
と
な

り
ま
す
。
今
年
以
上
に
盛
り
上
が
る
こ
と
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
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「薬学への招待―くすりを創り、くすりを
育てる―」と題し、模擬授業を行う
伊賀立二教授（薬学部長）

「ソウゾウ
～Create＆Imagine～」

テ
ー
マ

十月十六日（土）・
十七日（日）開催

テ
ー
マ
は
「
ソ
ウ
ゾ
ウ
」

今
年
の
「
風
花
祭
」
は
「
ソ
ウ
ゾ
ウ
〜
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
＆
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ

ｎ
ｅ
〜
」
が
テ
ー
マ
。「
日
頃
大
学
生
活
で
、
授
業
や
課
題
、
試
験
に
追

わ
れ
《
想
像
》
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
こ
の
祭
り
を
機
に
《
創
造
》
へ
と
変
え
て
い
こ
う
。
ま
た
《
創
造
》

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
明
日
か
ら
ま
た
始
ま
る
普
段
の
生
活
に
活
か
し
て

い
こ
う
と
い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
い
き
い
き
ら
い
ふ
フ
ェ
ス
タ
」

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
同
時
開
催

今
回
の
風
花
祭
は
、
地
域
や
学
生
に
よ
る
模
擬
店
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
や

教
室
で
の
学
科
・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
各
種
発
表
会
の
他
、
福

祉
車
両
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
な
ど
約
二
百
点
を
展
示
し
た
、
福

祉
機
器
の
試
乗
・
試
用
会
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス
タ
」（
十
七
日
）、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
十
六
・
十
七
）
も
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。

秋の一大イベントとなっている国際医療福祉大学

「第九回　風花祭」が十月十六（土）、十七（日）大

田原キャンパスで開催された。両日とも天候に恵ま

れ、二日間で延べ三千人が来場。例年になく大きな

盛り上がりを見せた。

【
第
九
回
　
風
花
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
十
六
日

教
育
後
援
会

第
八
回
会
員
の
つ
ど
い

映
画

痴
呆
老
人
の
世
界
（
岩
波
映
画
）

特
別
講
演

「
映
画
の
心
と
眼
〜
映
画
の
社
会
的
役
割
〜
」

講
師
　
諏
訪
　
淳

●
十
七
日

お
笑
い
ラ
イ
ブ
２
０
０
４

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
、ル
ー
ト
33
、
佐
久
間
一
行

風
花
寄
席

三
遊
亭
　
京
楽
　
　
　
　
　
　
　

国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ

特
別
講
演「
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
技
術
交
流
」

講
師
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ェ
イ
ヤ
ス
氏(

在
日
オ
ラ

ン
ダ
大
使
館
参
事
官)

い
き
い
き
ら
い
ふ
フ
ェ
ス
タ
（
福
祉
機
器
展
）

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
セ
ミ
ナ
ー
＆
座
談
会

花
火
（
後
夜
祭
）

p r o g r a m m e

フィールドワークフェローシップ（フィリピン）
参加の遠藤雅幸さんの報告

在校生にとって大変有意義な時間となった
「ＯＧ・ＯＢセミナー＆座談会」

第九回風花祭実行委員のメンバー
前列左から三番目が高橋さん



九
月
四
日
（
土
）、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館
・
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
笹
沼
澄

子
教
授
の
退
任
記
念
講
演
会
・
記
念
祝
賀
会
が

高
木
邦
格
理
事
長
、
谷
修
一
学
長
、
本
学
教
員
、

卒
業
生
ほ
か
多
数
の
方
々
の
ご
出
席
を
得
て
、

言
語
聴
覚
学
科
主
催
（
実
行
委
員
長
　
藤
田
学

科
長
）
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

講
演
会
に
お
い
て
笹
沼
澄
子
教
授
は
「
言
語

病
理
学
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と
題
し
、
当
該
領
域

へ
の
思
い
、
国
内
外
で
の
研
究
活
動
、
そ
れ
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
た
。

学
会
で
の
講
演
や
発
表
と
は
一
味
違
う
内
容
は
、

研
究
に
対
す
る
姿
勢
や
患
者
様
へ
の
思
い
な
ど

我
が
国
の
言
語
聴
覚
士
へ
の
大
き
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
っ
た
。

講
演
後
の
祝
賀
会
で
は
高
木
邦
格
理
事
長
、

谷
修
一
学
長
、
来
賓
の
方
々
に
よ
る
祝
辞
。
多

く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
感
想
か
ら
笹
沼
教
授
の
暖
か
い
お
人
柄
と
交

友
の
広
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
高
木
理
事
長
よ

り
先
生
の
肖
像
画
が
披
露
さ
れ
る
と
会
場
は
一

層
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
閉
幕
直
前
に

披
露
さ
れ
た
畦
上
恭
彦
先
生
（
本
学
科
講
師
）

に
よ
る
謡
曲
は
、
会
場
全
体
を
魅
了
し
、
気
品

に
満
ち
た
笹
沼
先
生
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ

た
。今

回
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
記
念
誌
「
言
語

病
理
学
に
魅
せ
ら
れ
て
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
多

く
の
業
績
の
ほ
ん
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
言
語
聴
覚
障
害
領
域
に
と
っ
て

は
大
変
貴
重
な
財
産
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
学
科

教
員
は
笹
沼
教
授
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
本

会
を
企
画
、
準
備
を
行
っ
て
き
た
。
ご
理
解
、

ご
支
援
を
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
手
　
前
新
直
志
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
で
は
県
北
を
中
心
と
し
た
関
連
機
関

（
病
院
・
福
祉
施
設
・
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園

な
ど
）
に
勤
務
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
々

と
と
も
に
学
び
交
流
す
る
場
と
し
て
、
隔
月
で

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
の
第
三
回
目
は
、
九
月
七
日
（
火
）

に
さ
い
た
ま
市
立
高
砂
小
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
教
室
」
教
諭
、
高
橋
明
子
先
生
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室

の
指
導
と
役
割
」
と
題
し
て
、
構
音
障
害
や
難

聴
の
子
供
に
つ
い
て
の
通
級
指
導
の
実
際
、
教

室
の
役
割
や
課
題
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
先
生
の
豊
か
な
経
験
に
も
と
づ
い
た
、
事

例
を
交
え
て
の
わ
か
り
や
す
い
お
話
に
、
五
十

二
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

今
後
も
第
一
火
曜
日
を
中
心
と
し
て
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
本
学
職
員
、
学
生
の
参
加
も

可
能
で
あ
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
い

た
だ
き
た
い
。
今
後
の
予
定
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

＊
　
＊
　
＊

【
今
後
の
予
定
】

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
（
火
）

「
高
齢
者
と
言
語
障
害
（
仮
題
）」

黒
羽
真
美
先
生
（
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ

エ
苑
言
語
聴
覚
士
）

平
成
十
七
年
三
月
一
日
（
火
）

「
小
児
自
閉
症
（
仮
題
）」

飯
塚
直
美
先
生
（
よ
こ
は
ま
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

言
語
聴
覚
士
）

（
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
　
木
暮
由
季
）

九
月
九
日
（
木
）
に
栃
木
県
大
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、
栃
木
県
視
能
訓
練
士
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
勉
強
会
は
春
・
秋
の
年

二
回
栃
木
県
の
視
能
訓
練
士
、
医
師
が
日
頃
苦

慮
し
て
い
る
症
例
を
呈
示
し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
参
加
者
は
、
視
機
能
療
法
学
科
教
員

五
名
、
学
外
者
二
十
九
名
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、

落
合
眼
科
よ
り
「
心
因
性
視
覚
障
害
の
難
治
症

例
」
が
報
告
さ
れ
た
。
心
因
性
視
力
障
害
は
、

器
質
的
な
病
変
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
視
力

低
下
や
視
野
狭
窄
な
ど
が
生
じ
る
疾
患
で
あ
る
。

心
因
性
視
覚
障
害
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
参
加
者
の
関
心
も
高
く
、
検
査
法
や
治
療

法
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
「
眼
振
の
ケ
ア
」
の

題
で
眼
の
ゆ
れ
が
常
に
お
こ
っ
て
い
る
症
例
を

呈
示
し
、
眼
の
ゆ
れ
の
解
析
方
法
を
中
心
に
報

告
し
た
。
ま
た
、
新
井
田
学
科
長
が
老
眼
の
克

服
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
モ
ノ
ビ
ジ
ョ
ン
法
」

に
つ
い
て
講
演
、
老
眼
の
最
新
の
治
療
法
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
者
に
は
学
科
実
習
室
も
見
学
し
て
い
た

だ
き
、
学
生
の
学
内
実
習
環
境
を
紹
介
。
来
年

度
か
ら
始
ま
る
学
外
で
の
臨
床
実
習
に
向
け
、

参
加
者
か
ら
は
学
生
、
教
員
に
熱
い
エ
ー
ル
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
視
能
訓
練
士
の
数
少
な

い
交
流
の
場
で
あ
る
こ
の
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
き
た
い
。

（
視
機
能
療
法
学
科
助
手
　
藤
田
純
子
）

九
月
二
十
六
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
主

催
の
「
世
界
網
膜
の
日
in
と
ち
ぎ
」
が
開
催
さ

れ
た
。
網
膜
色
素
変
性
症
は
治
療
が
困
難
な
難

病
の
一
つ
で
、
視
野
狭
窄
、
夜
盲
、
視
力
低
下

な
ど
の
症
状
を
呈
す
る
眼
の
病
気
で
あ
る
。
今

回
、
視
機
能
療
法
学
科
三
年
生
四
十
九
名
が
、
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視
覚
障
害
者
の
た
め
の
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
た
。
学
生
達
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
、

バ
ス
停
、
会
場
内
な
ど
で
誘
導
を
行
っ
た
。
最

初
、
視
覚
障
害
者
の
歩
行
誘
導
を
ど
ん
な
ふ
う

に
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
様
子
だ
っ
た

学
生
も
、
や
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
徐
々

に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
間
に
は
、
国
立
身
体
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
中
西

勉
先
生
、
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
所
の

玉
井
信
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
も
聴
講
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
公
演
内
容
は
、
中
西
先
生
に
よ
る

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
者
の
生
活
指
導
や
公
的
援
助
、

様
々
な
補
助
具
に
つ
い
て
、
玉
井
先
生
に
よ
る
網

膜
色
素
変
性
症
の
病
理
学
的
研
究
に
つ
い
て
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
昼
食
後
行
な
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
数
名
の
学
生
が
舞
台
上
で
ダ
ン
ス
に

加
わ
っ
た
り
、
参
加
者
と
の
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
機
会
を
も
て
た
。

今
回
、
同
時
開
催
さ
れ
た
ア
イ
フ
ェ
ス
タ
二

〇
〇
四
で
は
、
日
常
生
活
で
不
自
由
を
感
じ
て

い
る
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
様
々
な
機
器
を
紹

介
、
相
談
会
も
行
な
わ
れ
た
。
展
示
ル
ー
ム
で

は
、
視
覚
障
害
者
用
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
、
拡
大

読
書
器
、
各
種
ル
ー
ペ
、
単
眼
鏡
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
家
電
製
品
、
盲
導
犬
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
視
覚

障
害
者
に
と
っ
て
の
便
利
グ
ッ
ズ
が
多
数
展
示

さ
れ
て
お
り
、
誘
導
し
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、
初
め
て
眼
に
障
害

が
あ
る
方
に
接
し
た
学
生
も
多
か
っ
た
と
思
う
。

そ
の
意
味
で
も
大
変
有
意
義
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
あ
っ
た
。
網
膜
色
素
変
性
症
の
治
療
法

が
一
日
も
早
く
確
立
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
夕

暮
れ
の
宇
都
宮
を
あ
と
に
し
た
。

（
視
機
能
療
法
学
科
講
師
　
三
柴
恵
美
子
）

通
信
衛
星
を
利
用
し
た
遠
隔
リ
ハ
ビ
リ
医
療

教
育
に
関
す
る
共
同
研
究
や
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技
術

交
流
を
行
っ
て
き
た
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
時
海
峰
副
主
任
を
は
じ
め

と
す
る
一
行
が
十
月
五
日
、
本
校
を
訪
れ
、
学

内
の
ほ
か
、
近
隣
の
関
連
施
設
を
視
察
さ
れ
た
。

特
に
「
大
田
原
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で

は
明
る
く
活
動
的
な
利
用
者
の
様
子
に
熱
心
に

見
入
っ
て
お
ら
れ
、
ま
た
「
な
す
療
育
園
」
で

は
、
子
供
の
障
害
に
よ
っ
て
療
育
環
境
を
整
え

る
な
ど
の
療
育
方
針
の
下
に
整
備
さ
れ
た
病
室

や
、
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
い
各
種
補
装
具
、
車
椅

子
な
ど
に
深
く
関
心
を
示
さ
れ
て
い
た
。

将
来
的
に
は
本
学
と
の
こ
れ
ま
で
の
学
術
研

究
、
教
育
面
で
の
交
流
を
更
に
発
展
さ
せ
、
実

質
的
な
協
力
体
制
の
整
備
を
進
め
た
い
と
の
希

望
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

（
理
学
療
法
学
科
教
授
　
藤
沢
し
げ
子
）

懇親会にて

D
ate:Sep

tem
b
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4

【
問
合
せ
先
】

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
言
語
聴

覚
セ
ン
タ
ー
（
木
暮
・
内
海
・
落
合
）

電
　
話：

〇
二
八
七
―
二
四
―
一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
二
八
七
―
二
四
―
一
〇
〇
三

笹
沼
澄
子
教
授
退
任
記
念
講
演
会
・

記
念
祝
賀
会
開
催

D
ate:Sep

tem
b

er

9
7

第
三
回
　

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

D
ate:Sep

tem
b

er

9
9

栃
木
県
視
能
訓
練
士
勉
強
会
開
催

「モノビジョン法」について講
演する新井田学科長

D
ate:Sep

tem
b

er

9
26

「
世
界
網
膜
の
日
in
と
ち
ぎ
」

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
報
告

「
さ
い
た
ま
国
体
」
サ
ッ
カ
ー
競
技
成
年
男
子

で
栃
木
県
は
二
年
連
続
の
優
勝
を
決
め
た
。
そ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
一
人
の
福
祉
大
生
の
姿
が

あ
っ
た
。
老
若
男
女
、
誰
か
ら
も
「
周
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
る
男
、「
ア
ス
リ
ー
ト
・
島

田
周
輔
」
で
あ
る
。

八
月
、
国
体
を
一
ヶ
月
後
に
控
え
た
周
ち
ゃ

ん
と
私
は
湯
津
上
村
に
て
草
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ

て
い
た
。
の
ん
び
り
と
し
た
空
気
が
流
れ
る
休

憩
中
、
彼
は
黙
々
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
始
め
た
。
こ
の
陰
の
努
力
は
、
国
体
の
初

戦
で
い
き
な
り
実
る
こ
と
と
な
る
。

九
月
十
一
日
、
一
回
戦
ｖ
ｓ
北
海
道
、
Ｆ
Ｗ

で
先
発
し
た
周
ち
ゃ
ん
は
前
半
だ
け
で
三
得
点
、

ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を
達
成
。（
栃
木
六
‐
〇
北
海

道
）。
そ
の
後
も
周
ち
ゃ
ん
は
チ
ー
ム
の
中
心
と

し
て
活
躍
、
二
回
戦
（
栃
木
一
‐
〇
京
都
）、
準

決
勝
（
栃
木
一
‐
一
、
Ｐ
Ｋ
五
‐
三
愛
媛
）
と

勝
ち
上
が
り
、
栃
木
代
表
は
宮
城
代
表
と
の
決

勝
戦
へ
と
コ
マ
を
進
め
た
。

決
勝
の
地
・
川
越
に
集
ま
っ
た
福
祉
大
サ
ポ

ー
タ
ー
は
教
員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
四
年
生
を
中
心

に
そ
の
数
三
十
人
！
四
日
間
で
は
延
べ
百
人
に

も
及
ん
だ
。
今
大
会
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
応

援
歌
が
歌
わ
れ
、「
島
田
周
輔
」
と
書
か
れ
た
手

作
り
の
横
断
幕
に
は
多
く
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
た
。
試
合
開
始
十
分
後
に
は
「
ミ

ヤ
ギ
！
」「
ト
チ
ギ
！
」
と
コ
ー
ル
合
戦
に
な
り
、

会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
試
合

は
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
る
熱
戦
と
な
っ
た
が
、
結

果
〇
‐
〇
の
引
き
分
け
。
栃
木
・
宮
城
両
県
優

勝
と
な
っ
た
。

今
大
会
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
共

に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
ド
の
働
き
が
試
合

に
大
き
く
左
右
し
た
。
こ
こ
で
獅
子
奮
迅
の
活

躍
を
見
せ
た
の
が
福
祉
大
Ｐ
Ｔ
一
年
に
し
て
栃

木
代
表
公
認
ト
レ
ー
ナ
ー
の
村
上
憲
治
で
あ
る
。

彼
も
ま
た
優
勝
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

栃
木
代
表
チ
ー
ム
に
は
、
選
手
と
し
て
周
ち
ゃ

ん
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
村
上
さ
ん
が
、
そ

し
て
大
応
援
団
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
選
手
の

皆
さ
ん
に
は
大
会
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
卒

業
研
究
の
被
験
者
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
福

祉
大
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
外
の
活
躍
、
そ
し
て

好
成
績
と
栃
木
県
に
も
福
祉
大
に
も
最
高
の
大

会
と
な
っ
た
。

（
理
学
療
法
学
科
四
年
　
牧
雄
介
）

「
さ
い
た
ま
国
体
」
で

国
際
医
療
福
祉
大
生
が

県
代
表
の
優
勝
に
貢
献

優勝した栃木県代表イレブン　２列目左より２人目が
島田周輔選手

D
ate:O
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中
国
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
職
員
一
行

が
本
校
を
視
察



日
本
国
際
協
力
機
構
の
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
職
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
約
三
年

が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
幾
人
か
の
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ

教
員
が
こ
の
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
で
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
業
療
法
専
門
家
と

し
て
七
人
目
の
私
は
、
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の

五
ヶ
月
間
北
京
に
滞
在
し
た
。

中
国
の
大
学
は
九
月
が
新
学
期
と
い
う
こ
と

で
、
私
の
滞
在
時
期
は
一
期
生
が
二
年
目
の
後

期
の
授
業
を
受
け
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
は
基
礎
的
な
科
目
が
中
心
の
授
業

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
九
月
か
ら
い
よ
い
よ
Ｐ
Ｔ

と
Ｏ
Ｔ
に
分
か
れ
た
専
門
科
目
の
授
業
が
多
く

な
り
、
そ
の
準
備
と
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
授
業

を
反
省
し
て
二
期
生
の
授
業
に
備
え
る
と
い
う

時
期
で
あ
っ
た
。

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

学
院
で
の
専
門
科
目
の
教
育
は
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
に
留
学
し
て
い
た
Ｐ
Ｔ
四
名
と
Ｏ
Ｔ
二

名
（
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
）
が
中
心
に
行
う
。

彼
ら
は
午
前
中
病
院
の
臨
床
を
行
い
、
午
後

は
教
育
活
動
に
当
て
て
い
る
。
授
業
を
担
当
す

る
の
は
そ
の
他
に
彼
ら
と
同
じ
く
ら
い
の
経
験

を
つ
ん
で
い
る
病
院
の
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
が
行
う
。

彼
ら
は
こ
れ
ま
で
も
専
門
学
校
で
教
え
て
き

て
い
た
よ
う
だ
が
、
大
学
の
Ｐ
Ｔ
コ
ー
ス
、
Ｏ

Ｔ
コ
ー
ス
と
分
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
教
え
る
こ

と
は
初
め
て
な
の
で
模
擬
授
業
を
行
っ
て
関
係

者
の
評
価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
場
で
私
た
ち
日
本
人
専
門
家
も
通
訳
付

で
コ
メ
ン
ト
し
た
。（
授
業
を
聞
い
て
い
る
時
に

は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
漢
字
で
ナ
ン
ト
カ
わ
か

る
。）こ

の
よ
う
に
授
業
準
備
の
様
々
な
援
助
を
行

う
の
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

一
方
臨
床
場
面
で
の
指
導
も
求
め
ら
れ
、
午

前
中
一
時
間
ほ
ど
セ
ン
タ
ー
の
博
愛
病
院
作
業

療
法
室
で
相
談
に
の
っ
て
い
た
。

言
葉
の
壁
と
Ｏ
Ｔ
の
役
割
に
対
す
る
認
識
の

違
い
か
ら
か
、
指
導
し
た
こ
と
は
そ
の
場
限
り

と
い
う
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
。

十
月
に
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
評
価

の
時
期
で
日
本
か
ら
調
査
団
が
現
地
に
赴
き
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
総
括
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

（
作
業
療
法
学
科
助
教
授
　
菅
原
洋
子
）

十
月
六
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
八
週
間
、

毎
水
曜
日
の
夜
六
時
半
か
ら
一
時
間
、
英
語
の

公
開
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
夏
の
行
事
と
は

異
な
り
、
地
域
社
会
の
大
人
の
方
々
を
対
象
と

す
る
、
系
統
だ
っ
た
英
会
話
コ
ー
ス
の
第
一
回

目
で
あ
る
。
初
級
と
中
級
の
二
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
十
名
の
方
々
が
楽
し
く

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

何
年
振
り
か
で
、
大
き
く
て
分
厚
い
ま
っ
さ

ら
な
英
語
の
教
科
書
を
手
に
し
、
英
語
に
触
れ

る
こ
と
だ
け
で
も
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
教
室
に
漲
っ
て
お
り
、
外
に
は
夜

の
帳
が
下
り
て
い
て
も
、
灯
り
が
弾
け
る
よ
う

な
雰
囲
気
で
あ
る
。

英
語
科
教
員
に
と
っ
て
も
、
毎
夏
の
行
事
か

ら
の
顔
な
じ
み
も
少
な
か
ら
ず
参
加
し
て
い
る

の
で
、
和
や
か
な
集
い
の
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
教
員
に
よ
る
英
会
話
だ
け
で
な

く
、
Ｌ
Ｌ
教
室
に
お
け
る
ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
用
い
て
の
聴
解
・
発
話
演
習
も
含
む

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
授
業
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
参
加
メ
ン
バ
ー
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
弾
み
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
し
て
の
絆

を
強
め
な
が
ら
、
互
い
に
刺
激
を
し
あ
い
つ
つ
、

英
語
を
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
南
井
紀
子
）

第
九
回
　
学
長
杯
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

―
今
回
よ
り
在
学
生
全
員
に
参
加
資
格
―

毎
年
恒
例
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
、
今
年
で
数
え

て
九
回
目
と
な
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
伴

い
装
い
を
一
新
し
た
。
昨
年
ま
で
は
、
二
年
会

話
授
業
の
延
長
と
し
て
二
年
生
の
み
の
参
加
で

あ
っ
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
在
学
生
全
員
を
対

象
と
し
、
題
材
も
自
分
の
好
き
な
英
詩
を
選
ん

で
朗
読
す
る
と
い
う
〝P

oetry
R
ecitation

C
on
test

〞
と
し
た
。
自
分
の
中
に
あ
る
「
詩
」

へ
の
こ
だ
わ
り
、
感
激
や
感
性
を
、
英
語
の
音

に
託
し
て
、
詩
の
こ
こ
ろ
を
聴
衆
に
伝
え
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

予
選
は
十
一
月
二
十
五
日
を
予
定
。
ま
た
、

本
選
に
は
学
長
を
お
迎
え
し
、
審
査
員
五
名
の

も
と
、
十
二
月
八
日
（
水
）
午
後
六
時
か
ら
、

Ｆ
一
〇
一
教
室
で
開
催
さ
れ
る
。

ど
ん
な
詩
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
ど
ん
な
表

現
で
聴
衆
の
こ
こ
ろ
を
掴
む
の
か
、
参
加
者
の

奮
闘
を
期
待
し
て
い
る
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
南
井
紀
子
）
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本
学
の
初
代
大
学
院
長
、
初
山
泰
弘
先
生
は
、

去
る
平
成
十
六
年
十
月
十
三
日
に
ご
逝
去
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
通
夜
お
よ
び
葬
儀
は
、
江
古
田

斎
場
で
と
り
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
は
高
木
理
事

長
、
谷
学
長
は
じ
め
多
く
の
方
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

初
山
先
生
は
、
平
成
十
一
年
、
本
学
大
学
院

設
置
に
あ
た
り
、
初
代
の
大
学
院
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
す
べ
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
し
た

の
で
先
生
の
ご
苦
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
時
先
生
と

苦
労
を
共
に
し
た
教
員
や
学
生
は
、
そ
の
暖
か

い
お
人
柄
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
、
博
士
課
程
の
創
設
、
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
な
ど
、
大
学
院
は
初
山

先
生
の
ご
指
導
の
下
で
順
調
に
発
展
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
、
私
が
大
学
院
長
を
お
引
き
受
け

し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
約
三
百
名
の
学
生
が

勉
学
に
励
む
ま
で
に
な
り
、
本
年
三
月
に
は
、

初
め
て
六
名
に
博
士
号
を
授
与
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
初
山
先
生
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
可
能

に
な
っ
た
の
で
す
。

大
学
院
以
外
で
も
、
本
学
の
国
際
医
療
福
祉

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
、
那
須
療

護
園
施
設
長
、
栃
木
県
身
体
障
害
者
療
護
施
設

協
議
会
副
会
長
に
も
従
事
さ
れ
、
栃
木
地
域
の

障
害
者
医
療
・
福
祉
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

本
学
以
外
で
は
、
先
生
は
ご
就
任
前
に
は
、

国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
総
長
と

し
て
障
害
者
の
医
療
・
福
祉
に
尽
く
さ
れ
、
ま

た
、
国
際
的
に
は
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会(

Ｉ
Ｐ
Ｃ)

委
員
と
し
て
、
世
界
、
特
に
ア

ジ
ア
地
域
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
本
年
Ｉ
Ｐ

Ｃ
で
の
最
高
の
賞
で
あ
る
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

オ
ー
ダ
ー
（
勲
章
）」
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
政
府
関
係

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
も
多
く
つ
と
め
ら
れ
、

文
字
通
り
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中

心
に
な
っ
て
こ
の
分
野
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
先
生
の
残

さ
れ
た
障
害
者
医
療
、
福
祉
の
精
神
は
本
学
に

立
派
に
根
付
き
ま
し
た
。
今
後
、
そ
れ
を
確
実

に
引
き
継
い
て
い
く
こ
と
が
先
生
に
対
す
る
せ

め
て
も
の
恩
返
し
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生

の
ご
霊
前
に
そ
の
こ
と
を
誓
っ
て
筆
を
お
き
ま

す
。

（
大
学
院
長
　
開
原
成
允
）
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初山泰弘先生

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

参
加
を
終
え
て

TOPICS

プロジェクトの舞台となっている中国リハビリテーションセンター

秋
季

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
イ
ブ
ニ
ン
グ
ズ
開
講

告
　
知
　
板

《
酒
の
心
》
を
映
画
化
し
た
い
と
一
九
七
九
年
に
鹿
児
島
で
本
格
焼
酎
造
り
を
題
材
に
し
た
作
品
《
杜
氏
と
う
じ

た
ち
の
春
》、
一
九
八
八
年
に
は
日
本
酒
の
習
俗
を
扱
っ
た
《
南
部
杜
氏
》
を
製
作
、
監
督
を
し
た
。

酒
造
り
の
職
人
の
頭

か
し
ら
で
あ
る
杜
氏
と
、
そ
の
下
で
働
く
多
く
の
蔵
人
く
ら
び
と

た
ち
の
人
柄
が
投
入
さ
れ
て
《
酒

の
心
》
が
か
も
し
出
さ
れ
る
内
面
を
映
画
に
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
民
族
が
生
み
育
て
た
二
つ
の
誇
る
べ
き
酒
の
真
髄
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
常
生
活
に
お
い
て
も
《
酒
は
憂う

れ

い
の
玉
箒

た
ま
ば
は
き

》
《
酒
に
呑の

ま
れ
る
》
《
酒
盛
っ
て
尻し

り

切
ら
れ
る
》
な
ど

の
た
と
え
が
あ
る
よ
う
に
人
と
の
間
に
不
思
議
な
心
情
関
係
を
持
っ
て
い
る
酒
で
あ
る
。

い
ざ
映
画
化
し
た
い
と
シ
ナ
リ
オ
に
取
り
組
み
始
め
た
頃
、
酒
は
《
絶
大
な
怪
物
》
と
な
っ
て
私
に
迫

っ
て
来
た
。

酒
の
心
を
ど
う
取
ら
え
る
の
か
。
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
高
め
ら
れ
、
心
の
ゆ
さ
ぶ
り
が
描
け
な
い
で
《
怪

物
＝
酒
》
を
映
画
化
な
ど
と
は
、
ま
っ
た
く
お
こ
が
ま
し
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

悩
ん
で
い
た
時
―
「
う
ま
い
酒
は
、
良
い
水
、
優
れ
た
原
料
そ
し
て
杜
氏
の
勘か

ん

で
す
。
勘
は
他
人
ひ

と

に
は

説
明
で
き
ま
せ
ん
。
寒
い
時
に
は
酒
造
り
の
桶お

け

に
着
物
を
き
せ
た
り
、
暑
い
時
に
は
ぬ
が
せ
た
り
・
・
・

た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
」
た
ん
た
ん
と
語
る
杜
氏
の
こ

と
を
思
い
浮
か
べ
た
。

そ
う
だ
、
あ
の
《
無
心
の
美
》
を
描
け
ば
、
酒
の

心
を
表
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
・
・
・
。
そ
れ
は
、

民
芸
の
精
神
を
説
き
、
実
践
の
活
動
を
さ
れ
て
い
た

故
・
柳
宗
悦
氏
の
主
張
で
あ
っ
た
。「
作
る
こ
と
に

打
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
器
に
は
美
が
湧
い

て
く
る
。
自
然
が
美
を
守
っ
て
く
れ
る
」
―
と
無
名

の
陶
工
た
ち
が
、
日
常
使
う
雑
器
作
り
を
評
価
し
、

そ
の
雑
器
に
こ
そ
本
当
の
美
し
さ
が
あ
る
の
だ
と
訴

え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
《
無
心
の
美
》
で
あ
る
。

未
来
に
渡
っ
て
杜
氏
た
ち
の
酒
造
り
に
打
ち
込
む

人
柄
が
《
酒
の
心
》
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
の
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
日
本
の
中
で
画
一
化
さ
れ
な
い
地
域
文
化
の

粋す
い

と
し
て
酒
の
存
在
が
あ
る
こ
と
も
認
識
す
べ
き
で

あ
る
。

第２回 

客
員
教
授
　
諏
訪
　
淳
（
す
わ
　
あ
つ
し
） 

酒
と
《
無
心
の
美
》

本
学
初
代
大
学
院
長
　

初
山
泰
弘
先
生
ご
逝
去

三月酒造りの仕事仕舞いで、甑に感謝をする《甑倒
こきだお

しの
儀式》（映画「南部杜氏」より）

久々の英会話を楽しむ参加メンバー



十
二
月
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
栃
木

県
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｍ
棟
一
〇
一
教
室
に
お
い

て
、
第
三
回
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
近

隣
地
域
の
医
療
福
祉
施
設
の
関
係
者
が
多
数
参

加
。
ま
た
今
後
の
開
催
を
期
待
す
る
声
を
数
多
く

い
た
だ
い
た
。
今
回
は
、
平
成
十
八
年
の
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
改
定
を
テ
ー
マ
に
、
同
時
改
定
が

医
療
福
祉
施
設
経
営
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ

い
て
、
本
学
科
の
多
彩
な
講
師
陣
が
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
予
測
し
解
説
す
る
。

講
演
予
定
は
、「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
と

施
設
経
営
」（
水
巻
中
正
学
科
長
）、「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の

導
入
と
同
時
改
定
」（
高
橋
泰
教
授
）、「
レ
セ
プ

ト
解
析
か
ら
み
た
介
護
保
険
と
老
人
保
健
の
利

用
関
係
」（
菅
原
琢
磨
講
師
）。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
取
り
組
ん
だ
初
回
、
平
成
十
六
年

の
診
療
報
酬
改
定
を
テ
ー
マ
に
し
た
前
回
セ
ミ

ナ
ー
同
様
、
師
走
の
木
枯
ら
し
を
吹
き
飛
ば
す

熱
い
集
ま
り
に
し
た
い
と
、
本
学
科
学
生
を
中

心
に
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
。
医
療
福
祉

施
設
の
経
営
者
、
実
務
担
当
者
の
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
多
く
の
教
職
員
・
学
生
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
講
師
　
加
藤
尚
子
）

本
学
は
、
平
成
十
七
年
四
月
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
部
開
設
を
記
念
し
、
十
二
月
十
一

日
（
土
）
読
売
新
聞
西
部
本
社
主
催
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
特
別
後
援
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
視
点
〜
こ
れ
か
ら
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〜
」
を
開
催
す
る
。

故
障
し
た
右
腕
の
治
療
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
励
み
、
奇
跡
的
な
復
活
を
遂
げ
た
元
・

ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
の
投
手
村
田
兆
治
氏
が
講

演
す
る
第
一
部
、
理
学
療
法
学
科
長
の
丸
山
仁

司
教
授
、
作
業
療
法
学
科
長
の
杉
原
素
子
教
授
、

和
田
秀
樹
教
授
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
二
部
構
成
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
、
障
害
を
挑

戦
の
き
っ
か
け
と
捉
え
て
前
向
き
に
生
き
る
こ

と
の
大
事
さ
、
な
ど
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
。

こ
の
催
し
を
通
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
の
開
設
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
。

日
時：
平
成
十
六
年
十
二
月
十
一
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

場
所：

西
鉄
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
ソ

ラ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
六
階
）

※
入
場
無
料
、
要
事
前
申
し
込
み

主
催：

読
売
新
聞
西
部
本
社

特
別
後
援：

国
際
医
療
福
祉
大
学

問
い
合
わ
せ：

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

設
置
準
備
室

電
話：

〇
九
二-

二
八
二-

〇
五
〇
三

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
設
置
準
備
室

原
田
千
春
）
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臨
床
薬
学
教
育
を
重
視
し
、

チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
で
き
る

薬
剤
師
を
育
成
し
ま
す

国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部
長

伊
賀
　
立
二

来
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
薬
学
部
で
は
、
従

来
の
薬
学
教
育
に
不
十
分
で
あ
っ
た
臨
床
薬
学

教
育
に
重
点
を
置
き
、
平
成
18
年
か
ら
の
六
年

制
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
模
擬
薬
局
・

調
剤
室
・
製
剤
室
を
始
め
と
す
る
最
新
の
臨
床

実
習
施
設
、
附
属
熱
海
病
院
を
始
め
と
す
る
関

連
病
院
で
の
臨
床
実
習
を
充
実
さ
せ
、
チ
ー
ム

医
療
・
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
医
療
人
と
し

て
の
薬
剤
師
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
後
の
多
様
な
進
路
選
択
に
合
わ

せ
、
創
薬
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
す
べ
く
、

ゲ
ノ
ム
創
薬
科
学
か
ら
製
剤
設
計
、
臨
床
試
験
、

医
療
経
済
、
Ｍ
Ｒ
実
践
論
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
実
践
論
な

ど
も
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
す
る
と
と

も
に
、
人
間
性
・
社
会
性
・
国
際
性
豊
か
な
薬

剤
師
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
英
会

話
力
も
兼
ね
備
え
た
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る

新
し
い
薬
学
教
育
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
学
な
ら
で
は
の

大
き
な
特
徴
―

【
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
で
き
る
新
時
代
の
薬
剤
師

を
育
成
】

●
医
療
・
福
祉
系
二
学
部
八
学
科
が
集
結
す
る

栃
木
県
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
一
般
の
薬

学
系
単
科
大
学
と
は
異
な
り
、
他
の
医
療
福
祉

分
野
の
学
生
や
教
員
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、

ま
た
豊
富
な
関
連
医
療
施
設
で
の
臨
床
実
習
を

通
じ
、
医
師
・
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
と
い
っ
た
異
な
る
分
野
の
専
門
職
が
協

力
し
、
患
者
の
ケ
ア
に
あ
た
る
「
チ
ー
ム
医
療
」

の
考
え
方
を
在
学
中
に
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
従
来
の
薬
学
部
に
な
かっ
た
新
科
目
を
多
く
設
置
】

●
薬
学
部
を
卒
業
し
た
学
生
は
、
薬
剤
師
と
し

て
勤
務
の
ほ
か
製
薬
会
社
な
ど
の
医
薬
情
報
担

当
者
（
Ｍ
Ｒ
）
と
し
て
活
躍
も
で
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
多
く
の
薬
学
部
で
は
Ｍ
Ｒ
養
成
の
教

育
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
学
で
は
、

Ｍ
Ｒ
実
践
論
な
ど
現
場
で
の
即
戦
力
と
な
る
科

目
を
設
け
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
Ｍ
Ｒ
を
講
師

に
招
い
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
盛
り
込

み
ま
す
。

●
臨
床
試
験
担
当
者
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
は
不
足
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
的
確
な
Ｃ
Ｒ
Ｃ
教
育

が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
本
学
で
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
実
践
論
な
ど
の
科
目

を
設
け
て
優
れ
た
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
育
成
を
推
進
し
ま

す
。
す
で
に
大
学
院
で
は
、
平
成
十
六
年
度
よ

り
Ｃ
Ｒ
Ｃ
養
成
コ
ー
ス
を
設
け
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
二
〇
〇
四
年
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
と

も
な
い
、
薬
学
部
六
年
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

将
来
の
六
年
制
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

採
り
入
れ
て
い
ま
す
。
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薬学部棟（平成17年２月完成予定）

平成17年４月、
栃木県大田原キャンパスに

北関東初の
「薬学部」が
誕生します。

十
二
月
十
八
日（
土
）
医
療
経
営
管
理
学
科
主
催

第
３
回
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

開
催

国
際
医
療
福
祉
大
学

特
別
後
援
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

十
二
月
十
一
日
開
催

村田兆治氏

二
〇
〇
五
年
度
入
試
も
す
で
に
、
第
一
回
社
会

人
特
別
選
抜
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
高
校
推
薦
入
試
ま
で

が
順
調
に
終
了
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
度

か
ら
の
薬
学
部
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

（
福
岡
県
大
川
市
）
の
開
設
も
あ
り
、
入
試
課
で

は
入
試
準
備
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

薬
学
部
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
含
め

た
十
二
月
以
降
の
ニ
〇
〇
五
年
度
入
学
試
験
は
、

左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
大

学
院
に
つ
い
て
も
願
書
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
医
療
福
祉
分
野
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
が
身
近
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
本

学
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
募
集

要
項
が
必
要
な
方
は
入
試
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。な

お
、
入
学
試
験
制
度
の
昨
年
度
と
の
主
な
変

更
点
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
一
般
入
試
の
〔
前
期
〕
Ａ
日
程
、
Ｂ
日
程
と
も

仙
台
会
場
を
設
定
。
ま
た
、
一
般
入
試
〔
後
期
〕

に
は
大
田
原
会
場
の
ほ
か
に
東
京
会
場
を
追
加
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
会
場
で
の
受
験
が
さ
ら
に
便

利
に
な
っ
た
。

▼
福
岡
県
大
川
市
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、

栃
木
県
大
田
原
市
に
薬
学
部
を
新
設
。
薬
学
部
は

北
関
東
で
は
初
め
て
の
開
設
と
な
り
、
四
年
制
と

し
て
は
最
初
で
最
後
の
入
試
と
な
る（
二
〇
〇
六

年
度
か
ら
薬
学
部
は
六
年
制
に
移
行
を
予
定
）。

▼
薬
学
部
で
も
社
会
人
特
別
選
抜
を
実
施
。
社
会

人
の
方
に
も
さ
ら
に
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
。

今
年
も
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
受
験
生
の
出
願

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
入
試
課
）

ニ
〇
〇
五
年
度

入
学
試
験
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■２００５年度入学試験日程： 

保健学部 

医療福祉学部 

仙台 

東京 

大阪 

福岡 

仙台 

東京 

熱海 

名古屋 

薬学部 2005.3.2(水)

保健学部 2005.3.3(木)

医療福祉学部 2005.3.4(金)

薬学部 
2004.11.30(火)

～ 
2004.12.17(金)

入試に関するお問い合わせは、 
入試課まで（0287-24-3200） 

入学試験日 合格発表日 

2005.1.6(木)2004.12.18(土)

2004.12.1(水) 
～　2004.12.13(月) 2004.12.19(日) 2005.1.6(木)

社会人・留学生 
特別選抜 

願書受付期間 
〔消印有効〕 

薬学部 

2005.1.5(水)
～ 

2005.1.24(月)
〔1.25(火)のみ窓口〕 

2004.11.29(月)
～ 

2004.12.10(金)

入試区分 試験地 学部 

【センター試験】 
2005.1.15(土)
及び 

2005.1.16(日)

2005.2.15(火)

2004,12.25(土) 2005.1.6(木)

一 
般 
入 
試 

2005.2.14(月)
～ 

2005.2.28(月)
〔3.1(火)のみ窓口〕 

2005.1.4(火)
～ 

20051.21(金)
〔1.22(土)、1.24(月) 
のみ窓口〕 

医療福祉学部 

薬学部 

保健学部 

医療福祉学部 

東京 

福岡 

保健学部 

2005.2.5(土)

2005.1.31(月)

2005.2.2(水)

2005.2.3(木)

2005.2.4(金)

センター利用入試 

福岡 

― 

高校推薦入試 
社会人特別選抜 

後 
　 
期 

B
日 
程 

2005.2.15(火)

前 
　 
期 

2005.1.30(日)

2005.3.5(土)

A
日 
程 

2005.3.11(金)

2005.1.4(火)
～ 

2005.1.21(金)

〔1.22(土)、1.24(月) 
のみ窓口〕 

保健学部 

医療福祉学部 

福岡 
柳川 

2005.2.1(火)

2005.2.10(木)

2005.2.14(月)
～2005.2.23(水)

〔2.24(木)、2.25(金) 
のみ窓口〕 

2005.3.10(木)

リハビリテー 
ション学部 

リハビリテー 
ション学部 

リハビリテー 
ション学部 

社会人・留学生・ 
帰国生徒特別選抜 

大田原 

大田原 

大田原 

大田原 

大田原 

な
お
、
新
潟
中
越
地
震
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た
受
験
生
の

方
に
特
別
措
置
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大学院 
修士課程進学  
23%

薬局勤務・  
医薬品販売業 
　34%

企業  
11%

大学、試験・ 
研究機関、 
官公庁  
1%

その他 
（研究生、 
他業種など）  
17%

病院・診療所  
14%

全国薬学系大学 
卒業生の就職先 

薬局  
44%

病院・診療所  
22%

官公庁  
3%

大学等 
3%その他  

2%

企業  
21％ 登録薬剤師の 

勤務先 

（平成13年 3月卒業および修了） 

〔総数7,793人〕 
［日本薬学会2003年資料］ 

 

〔総数217,477人〕 
［日本薬剤師会2003年資料 
　厚生労働省2000年調査より改変］ 
 

《
薬
学
ま
め
知
識
》

【
Ｍ
Ｒ
（
医
薬
情
報
担
当
者
）】

医
薬
品
の
適
正
な
使
用
と
普
及
を
目
的
に
、
製
薬
会
社
と

医
療
現
場
の
仲
立
ち
と
し
て
、
専
門
化
、
高
度
化
し
て
い

く
医
薬
品
情
報
の
提
供
・
収
集
・
伝
達
を
行
う
仕
事
で

す
。
病
院
等
を
訪
問
し
、
医
師
や
薬
剤
師
に
自
社
製
品
の

有
効
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）】

国
か
ら
薬
と
し
て
承
認
を
受
け
る
た
め
に
行
う
臨
床
試
験

の
こ
と
を
治
験
と
い
い
ま
す
。
こ
の
治
験
に
係
わ
る
事
務

的
業
務
、
治
験
に
携
わ
る
チ
ー
ム
内
の
調
整
を
す
る
業
務

を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い

い
ま
す
。

【
薬
学
部
六
年
制
】

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
、
薬

学
部
の
六
年
制
課
程
を
卒
業
し
な
い
と
、
薬
剤
師
の
受
験

資
格
を
得
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
平
成
十
七
年

度
に
、
薬
学
部
へ
入
学
す
る
学
生
は
、
四
年
制
課
程
で
薬

剤
師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
最
後

の
薬
学
部
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六
年
制
に
な
る

と
、
病
院
実
習
が
四
週
間
か
ら
六
ヶ
月
に
な
る
な
ど
、
よ

り
臨
床
実
習
に
お
け
る
比
重
が
高
く
な
り
ま
す
。
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▲　国際医療福祉大学附属熱海病院 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

●
九
月
二
十
八
日

第
十
一
回
「
院
内
学
術
懇
話
会
」
を
開
催

九
月
二
十
八
日
、
第
十
一
回
「
院
内
学
術
懇

話
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
院
内
学
術
懇
話
会
は

院
内
の
各
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

行
な
わ
れ
る
院
内
の
研
究
会
で
、
平
成
十
四
年

七
月
の
熱
海
病
院
開
院
以
来
、
十
一
回
目
の
開

催
。
発
表
演
題
は
左
記
の
通
り
。

『
消
化
器
の
３
次
元
画
像
』

【
内
科：

唐
澤
英
偉
教
授
】

『
Ｍ-

Ｖ
Ａ
Ｃ
療
法
で
奏
功
し
た
再
発
性
膀
胱
が
ん

の
１
例
』

【
女
性
診
療
科：

北
谷
知
己
教
授
（
副
院

長
）
泌
尿
器
科：

栗
山
学
教
授
　
他
】

●
十
月
十
七
日

十
月
十
七
日
、
第
五
回
「
市
民
向
け
『
公
開

講
座
』」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
院
の
職
員
が
市
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
医
療
情
報
を
提
供
す

る
「
公
開
講
座
」
も
第
五
回
目
を
迎
え
た
。

今
回
は
「
加
齢
と
疾
患
」
を
テ
ー
マ
に
熱
海

病
院
の
職
員
が
講
演
、
二
百
五
十
名
の
市
民
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

発
表
演
題
は
左
記
の
通
り
。

『
加
齢
と
は
』

【
内
科：

都
島
基
夫
教
授
】

『
加
齢
と
消
化
器
疾
患
』

【
内
科：

北
洞
哲
治
教
授
】

『
脳
卒
中
対
策
』

【
神
経
内
科：

玉
城
允
之
教
授
】

『
健
康
の
た
め
の
五
つ
の
計
り
』

【
看
護
部：

横
山
直
司
師
長
】

『
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
ー
生
活
の
質
を
高

め
る
た
め
に
ー
』

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部：

北
出
弘
昭

副
主
任
】

当
院
で
は
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
に
今

後
と
も
こ
の
「
公
開
講
座
」
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。
次
回
に
つ
い
て
は
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

(

附
属
熱
海
病
院
総
務
課
　
本
山
聡
洋)

▼　国際医療福祉大学附属熱海病院 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

In
form

ation
A

tam
i1

　 　 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

川口（消） 唐澤（消） 川口（消） 川口（消） 唐澤（消） 都島（糖・循） 川口（消） 北洞(消） 唐澤（消） 唐澤（消） 川口（消） 北洞(消） 

野澤(消） － 北洞（消） 都島（糖・循） 野澤(消） 野澤(消） 高藤（呼） 野澤(消） 国枝（循） 国枝（循） － － 

築山（循） 築山（循） 築山（循） 重政（循） 築山（循） 佐々木(循） 築山（循） 佐々木(循） 重政※1 － 重政（循） 佐々木（循） 

玉城（神内） － 都島（糖・循） 玉城（神内） 北洞(消） 田中（糖） 玉城（神内） － 玉城（神内） － － －  

下田（糖） － 山田（糖） － 下田（糖） 山田（糖） 山田（糖） － 下田（糖） － 山田（糖） － 

中村(呼） 中村(呼） 高藤(呼） 高藤(呼） 田口(呼） 田口（呼） 中村(呼） 川崎（呼） 高藤(呼） 田口（呼） 川崎(呼） 川崎(呼） 

土田 南 
（第1・3） （第1・3） 
岡本 稲垣 

（第2・4） （第２・４） 

折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 － － 

伊藤 伊藤 伊藤 伊藤 － 上 杉 上 杉 － 

江口 － － 上杉 上杉 － 江 口 江 口 

栗山 － 栗 山 － 栗山 露崎 露崎 栗山 栗山 栗山 

露崎 露崎 片岡 片岡 露崎 高杉 高杉 露崎 露崎 － 

陶山 陶山（第２・４） 陶山（第２・４） 陶山 陶山 
（第２・４） 中西（第１・３・５） 中西（第１・３・５） （第２・ 

４）
（第２・ 
４）

中西 中西 中西 
（第１・３・５） （第１・３・５） （第１・３・５） 

五來 五來 五來 五來 五來※５ － － 五來 五來 

田中 田中 － － 田中 田中※５ 田中 田中 田中 

乳腺外科 北谷 － 北 谷 － 北谷 － 北 谷 － 北谷 － － － 

花田 花田 佐々木 佐々木 佐々木 
（第１・３） （第１・３）※２ （第２・４） （第2・4）※２ （第２・４） 

花田 
（第１・３） 

高倉 小川 
（第２・４） （第１・３） 

　藤澤　 藤多 　藤澤　 藤多 高崎 藤多 藤澤 藤多 乾 　藤澤　 藤多 藤多 

板倉 乾 十 河 高崎※３ 乾 十 河 高 崎 板 倉 十 河 板倉※３ １ 人（交代 ） 1人（交代） 

熊埜御堂 神r　※４ 神r 林 神 r 神r※４ － － 
東野 

（第1・3・ 
5）

東野 東野　※４ 東野 熊埜御堂 熊埜御堂 熊埜御堂※４ 東野 東野　※４ 熊埜御堂 （第2・4） 

塩野 塩野 塩野 塩野 － － 塩野 塩野 塩野 塩野 － － 

－ －  奥  津  － － － － －  奥  津  － － －  

－ － － － － － － － －  木  村  － －  

北村 北村 北村 北村 北村 北村 － － 北村 北村 北村 北村 

リハビリテーション科 

伊東 － － － －  

検査 

伊東※２ 伊東 

－ － － －  

伊東 伊東※２ 伊東 伊東※２ 

南 

小川 

花田 
手術 

伊東 

南 

土田 岩崎 

－ 

土田 岡本 － 岡本 － 岩 崎 － 

手術 

総合診療科 

平成１6年10月1日現在 

金 土  

１人（交代） 

　曜 日　　 

診療科 

－ 

女 
性 
診 
療 
科 

整形外科 

泌尿器科 

眼　科 

外　科 

陶山 陶山 陶山 

稲垣 稲垣 南 

手術 

耳鼻咽喉科 

病　理 

ペインクリニック 

手術 手術 

放射線科 

小児科 

皮膚科 

婦人科　 

月 火  

１人（交代） 手術 

水 木  

－ 稲  垣  稲  垣  南  

手術 

１人（交代） 

伊東※２ ※２ 

中西 

手術 

陶山 

小川 

陶山 

中西 

手術 

中西 

手術 

佐々木 花田 花田※２ 佐々木 佐々木※２ 

手術 

中西 中西 

内　科 

呼吸器科 

外来診療担当医師一覧表 
※
１
　
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
の
午
前
診
療
致
し
ま
す
。

※
２
　
皮
膚
科
午
後
診
療
は
、
原
則
予
約
制
で
す
。

※
３
　
乳
児
健
診
は
金
曜
日
の
午
後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分
、
予
防
接
種
は
火
曜
日
の
午
後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。(

予
約
制
）

※
４
　
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
の
月
曜
日
午
後
は
補
聴
器
外
来
、
木
曜
日
午
後
は
め
ま
い
･
難
聴
外
来
、
金
曜
日
午
後
は
め
ま
い
外
来
で
予
約
制
で
す
。

※
５
　
婦
人
科
の
水
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
は
原
則
予
約
制
で
す
。

《
受
診
の
ご
案
内
》

受
付
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
診
療
時
間

午
前
の
部
08：

30
〜
12：

00

09：

00
〜
13：

00

午
後
の
部
13：

00
〜
16：

30

14：

00
〜
17：

00

診
察
日
月
曜
日
〜
土
曜
日
　
　
但
し
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
休
診
日

電
話
番
号
　
０
５
５
７
（
８
１
）
９
１
７
１
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院

※
急
患
の
場
合
は
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

公開講座ではメディカルチェックと個別相談も行われた

教
員
紹
介

Pro
file

察．

日
本
泌
尿
科
学
会
雑
誌6

5
：
7
7
5
,1
9
7
4

、：

犬
同
種
移
植
腎
の
電
子
顕
微

鏡
的
研
究．

日
本
泌
尿
器
科
学
会
雑
誌
６
２：

6
61-678

、1971

、：

精
巣
間
質

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
精
巣
機
能
、
臨
床
泌
尿
器
科4

3
：
2
8
3
-2
9
1

、1
9
8
9

、：

更
年
期
障
害
、
排
尿
異
常
、
カ
レ
ン
ト
テ
ラ
ピ
ー8

：
7
2
-7
6

、1
9
9
0

、
徳
江
章

彦
、
大
河
原
重
雄
、
間
藤
方
雄：

ラ
ッ
ト
精
巣
間
質
に
お
け
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

と
ラ
デ
ィ
ッ
ヒ
細
胞
の
生
後
発
育
齢
に
伴
う
形
態
学
的
変
化
、
日
本
不
妊
学
会
雑

誌
３
６：

8
4
7
-8
5
3
1
9
9
1

、T
o
k
u
e

、A
,Y
a
n
a
s
e
,Y
,M
a
to
,M
.a
n
d

O
o
kaw
ara,S

.:U
n
u
su
alin
tracyto

p
lasm

ic
lam
ellar

b
o
d
ies
in
a
m
alig
-

n
a
n
t
g
o
n
a
d
a
l
s
tro
m
a
l
tu
m
o
r.
V
irc
o
w
s
A
rc
h
im
.B
4
9
:2
6
1
-

2
6
7
,1
9
8
5

、:U
ro
lo
g
ic
d
iso
rd
e
rs
w
ith
h
ig
h
in
c
id
e
n
c
e
s
in
c
lim
a
c
-

teric
w
o
m
en
.A
sian

M
ed
icalJ.35:508-512,1992.9

／
⑦
老
人
介
護
／
⑧

医
療
か
ら
見
た
老
人
介
護
の
問
題
点

徳
江
　
章
彦

（
ト
ク
エ
・
ア
キ
ヒ
コ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
　
介

護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑
施

設
長
／
②
１
９
３
８
年
11
月
23

日
／
③
群
馬
大
学
医
学
部
卒
／
④

泌
尿
器
科
／
⑤
自
治
医
科
大
学
泌

尿
器
科
学
教
授
／
⑥
徳
江
章
彦
、

岡
田
清
己
、
横
山
正
夫：

ヒ
ト
同

種
移
植
腎
の
電
子
顕
微
鏡
的
観

⑤
宮
内
庁
侍
医
長
兼
宮
内
庁
病
院
長
／
⑥
腎
障
害
合
併
例
　
臨
床
高
血
圧
　
矢

崎
義
雄
編
　
朝
倉
書
店
２
０
９-

２
１
５
、
２
０
０
２
。

腎
疾
患
と
運
動

ス
ポ
ー
ツ
可
否
許
可
基
準
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
村
山
正
博
編
　
南
江
堂
　
１
０

８-

１
１
２
、
１
９
９
５
。

E
L
E
V
A
T
IO
N
O
F
S
E
R
U
M
A
N
G
IO
T
E
-

N
S
IN

C
O
N
V
E
R
T
IN
G
E
N
Z
Y
M
E
IN
P
A
T
IE
N
T
S
W
IT
H
G
R
A
V
E
S
'

D
IS
E
A
S
E
.
J
C
E
M

1
9
8
2

／
⑦
内
科
学
（
腎
臓
、
高
血
圧
）
／
⑧
年
間

一
万
人
近
い
ド
ッ
ク
受
診
者
数
か
ら
以
下
の
疾
患
に
つ
き
検
討
し
た
い
。
二

次
性
高
血
圧
、
各
種
悪
性
疾
患
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
症
候
群
、
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
、
高
尿
酸
血
症

中
村
　
雄
二

（
ナ
カ
ム
ラ
・
ユ
ウ
ジ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

山
王
病
院
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
／
②
１
９
４
２

年
７
月
４
日
／
③
東
京
大
学
医

学
部
卒
／
④
腎
臓
、
高
血
圧
／

大
学
助
教
授
／
⑥Y

an
ag
id
a
K

、H
ayash

iS
,K
atayo

se
K
,S
u
g
an
u
m
a

H
,S
a
to
A
:
S
p
in
d
le
a
n
d
c
h
ro
m
o
s
o
m
e
a
b
n
o
rm
a
lity

o
f

ag
ed
,m
atu
red
o
o
cytes

in
H
u
m
an
.J.M

am
m
.O
va.,R

es.,19:104-
1
0
9
,2
0
0
2

、Y
a
n
a
g
id
a
K

、k
a
ta
y
o
s
e
H
,H
ira
ta
S
,Y
a
za
w
a
H
,

H
ayash

iS
,S
ato
A
:In
flu
en
ce
o
f
sp
erm

im
m
o
b
ilizatio

n
o
n
o
n
set

o
f
C
a2+

o
scillatio

ns
after

IC
S
I.H
um
.R
ep
ro
d
.,16:148-152,2001

、

柳
田
薫
、
佐
藤
章：

顕
微
授
精
、
新
し
い
生
殖
医
療
技
術
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
日
本
不
妊
学
会
編
）、P

5
4
-6
4

、
金
原
出
版
、2

0
0
3

／
⑦
生
命
倫
理
／
⑧

受
精
障
害
の
原
因
の
解
明
及
び
検
出
法
の
開
発

田
　
薫

（
や
な
ぎ
だ
・
か
お
る
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

国
際
医
療
福
祉
病
院
リ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
／
②
１

９
５
２
年
12
月
３
日
／
③
福
島

県
立
医
科
大
学
医
学
部
卒
／
④

産
婦
人
科
／
⑤
福
島
県
立
医
科

学
／
⑥
病
・
医
院
の
経
営
実
務
　
税
務
研
究
会
出
版
局
。
新

し
い
医
療
法
人
の
実
務
　
日
本
医
療
企
画
。
患
者
か
ら
見
た

現
代
医
療
の
問
題
点
　
㈱
麦
企
画
教
育
セ
ン
タ
ー
。
ア
メ
リ

カ
の
病
院
革
命
　
日
本
経
済
新
聞
社
。
２
１
世
紀
の
医
療
と

病
院
経
営
　
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
。
医
療
法
人
の
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
中
小
病
院
の
経
営
課
題
と
将
来
／
⑧
医

業
に
お
け
る
経
営
品
質
と
効
率
化
の
相
関
関
係
、
医
業
の
生

態
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

川
原
邦
彦

（
カ
ワ
ハ
ラ
・
ク
ニ
ヒ
コ
）

①
大
学
院
客
員
教
授
／

②
１
９
３
８
年
９
月
18

日
／
③
中
央
大
学
法
学

部
法
律
学
科
卒
／
④
医

療
経
営
学
・
福
祉
経
営

財
政
、
教
育
、
ア
メ
リ
カ
の
内
政
問
題
／
⑥
米
国
の
医
療
経

済
　1

9
9
0

、
エ
イ
ズ
戦
争：

日
本
へ
の
警
告
　1

9
9
2

、
新

エ
イ
ズ
戦
争：

エ
イ
ズ
の
法
と
経
済1

9
9
4

、
ア
メ
リ
カ
の
医

療
改
革1994

、
人
口
半
減：

日
本
経
済
の
活
路
　2002

、
い

ず
れ
も
東
洋
経
済
新
報
社
／
⑦
日
米
医
療
経
営
比
較
論
／
⑧

バ
イ
オ
テ
ロ
対
策
、e

-H
e
a
lth
c
a
re

松
山
　
幸
弘

（
マ
ツ
ヤ
マ
・
ユ
キ
ヒ
ロ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

客
員
教
授
／
②
１
９
５

３
年
２
月
８
日
／
③
東

京
大
学
経
済
学
部
卒
／

④
社
会
保
障
、
金
融
、

大
学
医
学
部
卒
／
④
放
射
線
診
断
学
／
⑤
東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院
放
射
線
科
助
手
／
⑥Y
o
s
h
io
k
a
N
.
In
o
u
e
Y
.

W
a
ta
n
a
b
e
T
.
O
rita
te
T
.
Y
o
sh
ika
w
a
K
.
S
a
sa
ki
Y
.

P
h
ysical

ch
aracteristics

o
f
d
o
se
calib

rato
r.R
ad
i-

a
tio
n
M
e
d
ic
in
e
.
1
4
(6
):3
3
9
-4
2
,1
9
9
6
.

／
⑦
画
像
診
断

学
／
⑧
臓
器
の
自
動
抽
出
、
自
動
診
断
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
用
い
た
画
像
情
報
処
理

吉
岡
　
直
紀

（
ヨ
シ
オ
カ
・
ナ
オ
キ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

放
射
線
・
情
報
学
科
講

師
　
山
王
病
院
放
射
線

科
医
長
／
②
１
９
６
７

年
10
月
17
日
／
③
東
京

①
現
在
の
所
属
・
職
位
、
②
生
年
月
日
、
③
最
終
学
歴
、
④
専
門
分
野
、
⑤
前
職
、
⑥
主

要
著
書
・
論
文
、
⑦
本
校
に
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け
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担
当
科
目
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⑧
今
後
の
研
究
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題

国際医療福祉大学附属熱海病院
院長・教授

神J 仁

比
較
と
評
価

比
較
と
評
価
は
な
に
ご
と
に
お
い
て
も
必
要
で
あ

る
。
人
の
評
価
は
指
導
、
育
成
、
待
遇
、
適
材
適
所

の
起
用
等
の
た
め
に
、
病
院
の
評
価
は
医
療
の
質
を

高
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

イ
チ
ロ
ー
が
二
百
六
十
二
本
の
安
打
を
打
ち
、
八

十
四
年
振
り
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ス
ラ
ー
の
年
間
最
多

安
打
の
記
録
を
更
新
し
た
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

イ
チ
ロ
ー
の
場
合
は
シ
ス
ラ
ー
の
二
百
五
十
七
と
い

う
数
字
の
み
と
比
較
さ
れ
評
価
さ
れ
た
。
勿
論
、
ス

ポ
ー
ツ
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
偉

大
さ
を
否
定
す
る
た
め
に
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
し
か
し
、
評
価
に
う
る
さ
い

人
に
と
っ
て
は
、
年
間
の
試
合
数
は
同
じ
か
、
投
球

技
術
進
歩
、
対
戦
し
た
投
手
の
人
数
、
道
具
の
改

良
、
進
歩
な
ど
は
考
え
な
く
て
も
よ
い
の
か
、
な
ど

疑
問
は
あ
る
。

会
社
で
も
、
病
院
で
も
比
較
し
評
価
さ
れ
る
と
、

劣
っ
て
い
る
と
思
う
側
は
努
力
、
工
夫
し
て
レ
ベ
ル

を
あ
げ
よ
う
と
競
争
す
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全

体
の
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。
医

療
で
は
質
の
評
価
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
な
に
を
比

較
す
れ
ば
よ
い
か
ま
で
は
分
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
に
比
較
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
難
し

い
。
単
に
「
適
」
マ
ー
ク
の
た
め
の
定
性
的
評
価
で

な
く
、
他
の
施
設
と
の
客
観
的
比
較
が
で
き
る
よ
う

な
指
標
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
患
者
に
と
っ

て
は
治
療
成
績
の
比
較
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
疾
患
の
重
症
度
分
類
、
成
績
の
判
定
法
な
ど
に

国
際
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。

熱
海
市
長
は
熱
海
病
院
を
誘
致
し
た
責
任
上
、
市

民
か
ら
の
評
判
を
気
に
し
て
い
た
が
、
市
民
の
評
価

が
よ
い
の
で
安
心
し
た
と
述
べ
た
。
こ
の
評
価
も
委

譲
前
の
活
動
の
低
下
し
た
国
立
病
院
と
の
比
較
、
競

第七回

争
相
手
の
な
か
っ
た
周
辺
病
院
と
の
比
較
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
開
院
間
も
な
い
時
期

の
評
価
は
職
員
の
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
の
点
で
評
価
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
結
果
、
周
辺
の
病
院
が
目
覚
め
て
サ
ー
ビ
ス

が
改
善
さ
れ
て
見
直
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
お
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
比
較
さ
れ
れ
ば
そ
の
指
標
が
な

ん
で
あ
れ
、
競
争
原
理
が
働
く
。
し
か
し
、
評
価
の

指
標
を
し
っ
か
り
と
決
め
て
、
眼
に
見
え
る
形
で
比

較
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で

あ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。
神
経
耳

科
学
・
耳
科
学
。
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
名
誉
教

授
。
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
副
理
事
長
、
医
学
博

士
。
日
本
聴
覚
医
学
会
理
事
長
、
日
本
め
ま
い
平
衡

医
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
四
年
よ
り
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病

院
長
。

著
書
に
「
め
ま
い
の
正
体
」（
文
芸
春
秋
）
等
が
あ

る
。

第五回「市民向け『公開講座』
テーマ：「加齢と疾患」
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国
際
医
療
福
祉
病
院

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

十
月
一
日
よ
り
診
療
開
始

不
妊
症
と
は
出
産
す
る
意
思
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
結
婚
後
二
年
経
っ
て
も
妊
娠
し
な
い

場
合
を
い
い
、
夫
婦
の
十
〜
十
五
％
に
存
在
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
が
欲
し
い
夫
婦

に
と
っ
て
は
大
変
辛
い
事
で
す
。

そ
の
よ
う
な
不
妊
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
々
の

た
め
、
十
月
一
日
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
夫
婦
が
夫
婦
の
努
力
で

妊
娠
で
き
る
た
め
に
は
、
男
性
に
は
十
分
な
精

子
数
、
女
性
に
は
正
常
な
卵
管
が
絶
対
必
要
で

す
。
不
妊
症
の
原
因
は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
奥
様
と
同
じ
位
ご
主
人
に
も
不
妊
の
原

因
が
見
つ
か
り
ま
す
。

こ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
患
者

様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
れ
る
よ
う
、
二
階
の

産
婦
人
科
と
は
別
に
五
階
に
専
用
の
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
診
察
か
ら
体
外
受
精
に
い
た
る
ま
で
、

全
て
セ
ン
タ
ー
内
で
行
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
不
妊
治
療
分
野
に
お
け
る
第

一
人
者
で
あ
る
�
田
薫
先
生
（
前
福
島
県
立
医

科
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
助
教
授
、
現
国
際
医

療
福
祉
病
院
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
、

十
二
ペ
ー
ジ
「
教
員
紹
介
」
参
照
）
を
柱
に
、

数
名
の
産
婦
人
科
医
師
が
診
察
。
ま
た
、
エ
ン

ブ
リ
オ
ロ
ジ
ス
ト
（
胚
培
養
士
）、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
専
任
看
護
師
な
ど

不
妊
治
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
揃
っ
て
お
り
、

安
心
し
て
検
査
・
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

不
妊
治
療
の
成
果
は
す
ぐ
に
は
現
れ
ま
せ
ん

が
、
い
ろ
い
ろ
な
治
療
毎
の
妊
娠
率
も
わ
か
っ

て
お
り
、
同
じ
治
療
を
漫
然
と
繰
り
返
す
こ
と

な
く
、
適
切
な
時
期
に
治
療
の
有
効
性
を
評
価

し
、
常
に
最
適
な
治
療
法
を
計
画
し
ま
す
。

ま
た
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

検
査
・
治
療
は
基
本
的
に
保
険
診
療
内
で
行
い

ま
す
。
一
部
の
精
子
機
能
検
査
、
染
色
体
検
査

や
、
人
工
授
精
、
体
外
受
精
な
ど
は
自
費
診
療

と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
検
査
・
治
療
は
必

要
な
時
だ
け
相
談
の
上
行
い
ま
す
。
皆
様
お
気

軽
に
お
訪
ね
下
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
応
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
国
際
医
療
福
祉
病
院
総
務
課
　
小
林
庸
良
）

マ
ロ
ニ
エ
苑
・

に
し
な
す
の
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

秋
の
大
運
動
会
開
催

身
体
を
動
か
す
こ
と
で
心
身
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
は
、
重
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
で
す
が
、
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
る
と
い

う
の
も
大
切

な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
真

っ
盛
り
の
九

月
二
十
四
・

二
十
五
日
、

に
し
な
す
の

総
合
在
宅
ケ

ア
セ
ン
タ
ー

で
、
ま
た
、
十
月
九
日
に
は
マ
ロ
ニ
エ
苑
で
毎

年
恒
例
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ロ
ニ
エ
苑
で
は
各
階
ご
と
に
チ
ー
ム
と
な

り
、
物
送
り
ゲ
ー
ム
や
、
西
那
須
野
音
頭
、
玉

入
れ
に
興
じ
ま
し
た
。
入
居
者
の
手
作
り
ボ
ン

ボ
ン
を
使
っ
た
応
援
合
戦
は
熱
が
入
り
、
黄
色

い
（
？
）
声
援
が
飛
び
交
い
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

に
し
な
す
の
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

二
日
間
で
総
勢
百
人
も
の
施
設
利
用
者
が
参
加
。

百
二
歳
の
最
高
齢
者
や
、
九
十
九
歳
の
方
も
参

加
さ
れ
、
借
り
物
競
争
や
パ
ン
食
い
競
争
に
興

じ
ま
し
た
。
特
に
パ
ン
食
い
競
争
は
人
気
競
技

で
、
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
パ
ン
に
口
を
パ

ク
パ
ク
さ
せ
、
応
援
す
る
側
も
一
緒
に
口
を
パ

ク
パ
ク
さ
せ
て
は
大
笑
い
。

「
運
動
会
に
出
た
の
は
何
十
年
ぶ
り
だ
」
と
大

喜
び
の
お
ば
あ
さ
ん
や
、
表
彰
状
を
も
ら
っ
て

思
わ
ず
う
れ
し
泣
き
す
る
お
じ
い
さ
ん
も
い
ら

っ
し
ゃ
り
、
職
員
一
同
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

夏
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
り
寂
し
く

な
っ
た
の
も
束
の
間
、
心
も
体
も
熱
く
な
る
運

動
会
を
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
国
際
医
療
福
祉
病
院
総
務
課
　
小
林
庸
良
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
栃
の
実
荘

敬
老
会
開
催

九
月
二
十
日
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
栃
の

実
荘
」
で
毎
年
恒
例
の
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
最
高
齢
者
九
十
六
歳
を
筆
頭
に
家
族
の
方

を
合
わ
せ
、
総
勢
五
十
名
で
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。
九
十
歳
以
上
の
方
は
十
二
名
で
全
て
女
性
。

敬
老
会
で
は
施
設
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の

方
々
か
ら
祝
辞
と
記
念
品
を
い
た
だ
き
、
長
寿

の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
入
所
者
に
人
気

の
時
代
劇
の
シ
ョ
ー
も
催
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
国
際
医
療
福
祉
病
院
総
務
課
　
小
林
庸
良
）

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
障
害
」
か
ら
「
障
碍

し
ょ
う
が
い
」
へ

社
会
福
祉
法
人
邦
友
会
　
な
す
療
育
園

医
師

滝
口
慎
一
郎

今
日
の
社
会
で
は
、
大
抵
の
場
合
、
心
身
が

不
自
由
な
方
は
「
障
害
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
ま
り
響
き
の
良
い
言
葉
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

「
障
害
者
・
障
害
児
」
と
は
、
な
ん
ら
か
の
発

達
上
の
障
害
、
行
動
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
含
め
て
身
体
的
な
機
能
不
全
、
生
活
上
の
行

動
の
規
制
を
伴
う
よ
う
な
障
害
を
持
っ
て
い
る

人
を
指
し
て
い
る
が
、「
害
」
と
い
う
文
字
は
、

「
障
害
物
」
と
い
う
言
葉
が
「
邪
魔
な
物
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
よ
う
に
、「
障
害
者
」
と
言
う
と

「
邪
魔
な
者
」、
社
会
に
と
っ
て
「
害
」
で
あ
る

よ
う
な
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
だ
。

戦
前
は
「
障
礙
者
」
と
書
い
て
い
た
が
、
戦

後
の
当
用
漢
字
で
は
「
礙
」
が
一
般
的
に
使
わ

れ
な
い
字
に
な
り
「
障
害
者
」
と
書
く
こ
と
が

普
及
し
た
。
た
だ
、「
礙
」
の
俗
字
で
あ
る
「
碍
」

と
い
う
字
を
用
い
て
「
障
碍
者
」
と
書
い
て
も

良
い
こ
と
は
、
各
種
国
語
辞
典
で
確
か
め
ら
れ

て
い
る
。「
害
」
が
文
字
通
り
害
で
あ
り
、
他
人

を
害
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
に
対
し
、「
碍
」

が
「
妨
げ
」
と
い
う
意
味
の
た
め
、
む
し
ろ
私

は
「
障
碍
」
あ
る
い
は
平
仮
名
で
「
し
ょ
う
が

い
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
英
語
で
は
、
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
最
近
で
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

（ch
allen

g
ed

）」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、d

isab
led

と
い
う
表
現
が
「
で
き

な
い
」
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、
障

碍
児
をch

ild
ren

w
ith
sp
ecial

h
ealth

n
eed
s

と
い
っ
た
表
現
に
言
い
換
え
よ
う
と
い

う
気
運
が
高
ま
り
、
公
文
書
に
も
こ
の
表
現
が

使
わ
れ
始
め
て
い
る
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
妨
げ
が

「
障
碍
」
で
あ
り
、
妨
げ
あ
る
者
が
「
障
碍
者
」

と
さ
れ
て
お
り
、
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
（D

is-

ab
ility

社
会
的
障
碍
）
を
取
り
除
い
た
上
で

イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
（Im

p
airm

en
t

身
体
的
障

碍
）
を
如
何
に
価
値
付
け
、
価
値
の
変
換
を
行

い
、
文
化
、
経
済
に
取
り
込
む
か
の
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
は
そ
れ
以
前
の
イ
ン
ペ
ア
メ

ン
ト
（Im

p
airm

en
t

身
体
的
障
碍
）
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（R
eh
ab
ilitation

個
人
的

障
碍
）
に
固
執
し
て
お
り
、
健
康
な
方
が
障
碍

を
持
た
れ
た
場
合
、
な
か
な
か
復
帰
可
能
な
社

会
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ

（D
isab

ility

社
会
的
障
碍
）
の
除
去
も
不
十

分
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、

障
害
を
一
つ
の
個
性
と
し
て
も
っ
た
子
、
つ
ま

り
「
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
子
」（ch

ild
ren

w
ith
special

needs

）
と
い
う
意
味
へ
の
思
考

の
転
換
の
時
期
に
来
て
お
り
、
全
て
に
わ
た
り
、

本
人
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
で
き
る
援
助

の
形
と
は
何
か
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組

み
が
必
須
と
考
え
ら
れ
る
。

「
障
害
」
か
ら
「
障
碍

し
ょ
う
が
い

」
へ
、
本
人
が
「
妨
げ
」

を
も
っ
て
は
い
て
も
、
他
の
人
を
決
し
て
「
害

し
て
」
は
い
な
い
、
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、

医
療
・
福
祉
に
関
わ
る
人
を
中
心
に
「
障
碍
」

と
書
く
こ
と
が
少
し
ず
つ
定
着
す
る
よ
う
望
ん

で
い
る
。

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ

「
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
」
の
ご
紹
介

山
王
病
院
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
医
長

国
際
医
療
福
祉
大
学
助
教
授

須
藤
英
一

当
セ
ン
タ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
か
ぜ
症
候
群
か

ら
気
管
支
喘
息
、
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
、

間
質
性
肺
炎
、
呼
吸
不
全
、
肺
炎
、
肺
が
ん
、

縦
隔
腫
瘍
、
胸
膜
腫
瘍
、
胸
膜
炎
、
自
然
気
胸

な
ど
す
べ
て
の
呼
吸
器
疾
患
の
方
を
対
象
と
し

て
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
急
速
に
進
行
し
て
い
る
高
齢
化
社
会

に
加
え
、
喫
煙
、
大
気
汚
染
、
排
気
ガ
ス
等
社

会
的
要
因
の
影
響
、
食
生
活
の
欧
米
化
も
あ
り

慢
性
の
肺
疾
患
、
こ
と
に
肺
気
腫
、
慢
性
気
管

支
炎
、
そ
し
て
気
管
支
喘
息
を
含
め
た
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、
肺
癌
、
さ
ら
に
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の
患
者
様
は

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
様
に
は
薬
物
療
法
の
み
な
ら
ず

肺
理
学
療
法
、
運
動
療
法
、
禁
煙
指
導
等
の
他

に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
ハ
）
室
の
協

力
を
得
、
呼
吸
リ
ハ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

患
者
様
と
そ
の
御
家
族
を
対
象
に
呼
吸
教
室
も

開
催
中
で
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
様
に
は
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
、
終
夜
呼
吸
監
視
・
簡
易
診
断
モ

ニ
タ
ー
を
施
行
。
悪
性
疾
患
が
疑
わ
れ
る
方
に

は
呼
吸
器
一
般
検
査
に
加
え
て
、
気
管
支
鏡
検

査
、
経
気
管
支
肺
生
検
、
５
・
５
メ
ガ
ヘ
リ
カ

ル
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
肺
が
ん
検
診
等
、
多
岐
に
わ

た
る
診
断
が
可
能
で
す
。

外
科
手
術
は
当
セ
ン
タ
ー
発
足
三
年
間
で
一

例
だ
け
で
あ
っ
た
開
胸
手
術
が
、
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
の
一
年
間
で
、
胸
腔
鏡
手
術(

Ｖ
Ａ
Ｔ

Ｓ)

を
合
わ
せ
る
と
手
術
症
例
数
は
計
二
十
三
件

と
増
加
し
ま
し
た
。
内
訳
は
原
発
性
肺
癌
七
例
、

縦
隔
腫
瘍
二
例
、
良
性
肺
腫
瘍
十
二
例
、
自
然

気
胸
二
例
。
従
来
行
わ
れ
て
い
る
開
胸
法
が
後

測
方
切
開
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
腋
窩
前
方
切
開
（
約
10
cm
の
腋
窩
縦
切
開
）

を
導
入
、
肺
癌
に
対
す
る
肺
葉
切
除
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
こ
の
開
胸
法
は
、
後
測
方
切
開

に
比
し
創
が
小
さ
く
術
後
疼
痛
が
軽
度
で
患
者

様
へ
の
侵
襲
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
は
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
を

始
め
、
各
科
よ
り
比
較
的
小
型
の
病
変
の
紹
介

が
多
い
為
、
術
前
に
確
実
な
病
巣
の
マ
ー
キ
ン

グ
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
病
理
診
断
の
結

果
、
良
性
肺
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
れ
ば
手
術
終
了

と
な
り
ま
す
が
、
悪
性
腫
瘍
の
場
合
は
、
開
胸

を
行
い
肺
葉
切
除
に
移
行
し
ま
す
。
術
後
は
翌

日
に
摂
食
を
開
始
し
二
日
目
か
ら
歩
行
可
能
で

殆
ど
の
症
例
が
約
一
週
間
で
退
院
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
進
行
肺
が
ん
に
対
す
る
抗
が
ん
剤

を
中
心
と
し
た
化
学
療
法
の
症
例
も
増
加
、
昨

年
度
は
延
べ
百
三
件
に
達
し
ま
し
た
。
重
症
例

や
初
回
治
療
は
、
患
者
様
の
リ
ス
ク
を
考
え
入

院
で
行
い
、
そ
れ
以
外
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
考
え
、
外

来
に
お
け
る
化
学
療
法
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
院
内
は
も
と
よ
り
地
元
医
師
会
、

近
隣
の
検
診
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
深
め
、
患

者
様
の
紹
介
を
促
す
た
め
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線

読
影
会
や
呼
吸
リ
ハ
等
の
勉
強
会
の
主
催
な
ど

の
広
報
ア
ピ
ー
ル
活
動
も
行
う
予
定
で
す
。
前

記
疾
患
の
中
で
お
心
当
た
り
の
方
、
ご
興
味
あ

る
方
は
ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼　山王メディカルプラザ103-3402-5581 http://www.sannoclc.or.jp
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経験豊富なスタッフによる治療

入所者に人気の時代劇ショー

白熱！パン食い競争
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医療・経営管理職育成のための
バイブル。待望の四訂版！

「四訂 医療・福祉経営管理入門」

定価：本体3,990円
（本体3,800円+税5％）

編
著：

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉
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／
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鈴
木
五
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医
療
福
祉
学
部
長
・

学
科
長
・
教
授
）／
Ｂ
５
判
、
３
９
２
頁

これから社会福祉学を学ぼうとす
るすべての初学者のための入門書

「入門・社会福祉学」

定価：本体2,940円
（本体2,800円+税5％）

ご注文は、国際医療福祉大学出版会まで 〒107-0052  東京都港区赤坂8-5-34島藤ビル　電話03-5414-6098 ＦＡＸ03-5414-6096
E-mail：press@iuhw.ac.jp  http：//press.iuhw.ac.jp
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発
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全13科目および実技を1冊に
まとめたコンパクト版

「介護福祉士受験講座2005サブノート」

定価：4,500円
（税込・送料サービス）

著
・
監
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際
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療
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学
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試験対策「必携」シリーズの第２弾

「必携社会福祉士国家試験対策」

定価：4,500円
（税込・送料サービス）

IUHW短信

平成17年4月に開設する薬学部、リハビリテーション学部をはじめ保
健学部・医療福祉学部の入学試験を以下のように実施します。
医療福祉分野に興味をお持ちの方が身近にいらっしゃいましたら、ぜ

ひ本学をご紹介ください。

IUHW Note

デ
ザ
イ
ン：

ア
イ
・
デ
プ
ト．

勉強するなら、「医療福祉チャンネル７７４」

医療福祉チャンネル774／国際医療福祉大学出版会　 Information

国際医療福祉大学出版会新刊書のご案内

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

国際医療福祉大学アワー
国際医療福祉大学の年間行事などを特集。先生方のインタビューや

サークルのレポート、大学紹介などを織り交ぜた大学情報番組です。今
回は、10/16～10/17に行なわれた第９回風花祭の模様を中心に放送。
今年のテーマは、「ソウゾウ～create&imagine」。創造と想像を連想
させ、大学生活において、地域に根ざした医療福祉をテーマに、学ん
でいること・考えていることを、創造するとし、屋外ステージ、学部・
サークル発表、福祉機器展等を紹介していきます。

いのちの社会学２
フジテレビ報道局・解説委員黒岩祐治氏がプロデュースする公開講座「い
のちの社会学」を前期に引き続き放送の予定です。黒岩氏をはじめとし
て、第20回大宅壮一ノンフィクション賞受賞作家で、秋田公立美術工芸
短期大学学長石川好氏など、各界の第一線で活躍するゲストが、私たち
日本人の「いのち」を取り巻く環境について多角的に論じていきます。

●医療福祉チャンネルを見るには―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（税込）／法人契約：5,250円（税込）
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（税込・初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円（税込）がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問合せ下さい。

●テキストのお申し込み・視聴に関するお問い合せは ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com

入試日程（12月実施分）のお知らせ
－入試事務室より－

国際医療福祉大学風花祭 黒岩祐治先生（国際医療福祉大学客員教授）

入試区分

社会人・留学生
特別選抜

社会人・留学生・
帰国生徒特別選抜

高校推薦入試
社会人特別選抜

願書受付期間〔消印有効〕

2004.11.29(月)～
2004.12.10(金)

2004.12.1(水)～
2004.12.13(月)

2004.11.30(火)～
2004.12.17(金)

試験地

大田原

福岡

大田原

学部

保健学部
医療福祉学部

リハビリテーション
学部

薬学部

入学試験日

2004.12.18(土)

2004.12.19(日)

2004.12.25(土)

■2005年度入学試験日程詳細は本号P10に掲載　　■問い合わせ：TEL 0287-24-3200（入試課）


